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第３回智頭町議会定例会会議録 

 

令和２年９月９日開議 

１．議 事 日 程 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．議案第 ９０号 令和元年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

 第 ５．議案第 ９１号 令和元年度智頭町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

             決算の認定について 

 第 ６．議案第 ９２号 令和元年度智頭町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

             の認定について 

 第 ７．議案第 ９３号 令和元年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳 

             入歳出決算の認定について 

 第 ８．議案第 ９４号 令和元年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計歳入 

             歳出決算の認定について 

 第 ９．議案第 ９５号 令和元年度智頭町公共下水道事業特別会計歳入歳出決 

             算の認定について 

 第１０．議案第 ９６号 令和元年度智頭町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 

             決算の認定について 

 第１１．議案第 ９７号 令和元年度智頭町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

             の認定について 

 第１２．議案第 ９８号 令和元年度智頭町介護保険サービス事業特別会計歳入 

             歳出決算の認定について 

 第１３．議案第 ９９号 令和元年度智頭町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

             算の認定について 

 第１４．議案第１００号 令和元年度智頭町水道事業会計決算の認定について 

 第１５．議案第１０１号 令和元年度智頭町病院事業会計決算の認定について 

 第１６．議案第１０２号 令和２年度智頭町一般会計補正予算（第４号） 

 第１７．議案第１０３号 令和２年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 
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             （第３号） 

 第１８．議案第１０４号 令和２年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算 

             （第２号） 

 第１９．議案第１０５号 令和２年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

             ２号） 

 第２０．議案第１０６号 令和２年度智頭町介護保険サービス事業特別会計補正 

             予算（第２号） 

 第２１．議案第１０７号 令和２年度智頭町水道事業会計補正予算（第２号） 

 第２２．議案第１０８号 令和２年度智頭町病院事業会計補正予算（第２号） 

 第２３．議案第１０９号 智頭町立富沢コミュニティーセンターの設置及び管理 

             に関する条例の制定について 

 第２４．議案第１１０号 智頭町新型コロナウイルス感染症等対応利子補給補助 

             金基金条例の制定について 

 第２５．議案第１１１号 智頭町定住促進賃貸住宅の設置及び管理に関する条例 

             の一部改正について 

 第２６．議案第１１２号 智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部 

             改正について 

 第２７．議案第１１３号 智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条例の一 

             部改正について 

 第２８．議案第１１４号 智頭町立地区集会所の設置及び管理等に関する条例の 

             一部改正について 

 第２９．議案第１１５号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 第３０．議案第１１６号 智頭町教育委員会委員の任命について 

 第３１．議案第１１７号 智頭町教育委員会委員の任命について 

 第３２．議案第１１８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更について 

 第３３．議案第１１９号 鳥取県東部広域行政管理組合規約の変更について 

 第３４．議案第１２０号 町道の路線変更について 

 第３５．報告第  ４号 法人の経営状況について 

 第３６．報告第  ５号 法人の経営状況について 

 第３７．陳情について 
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１．会議に付した事件 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．議案第 ９０号 令和元年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

             て 

 第 ５．議案第 ９１号 令和元年度智頭町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

             決算の認定について 

 第 ６．議案第 ９２号 令和元年度智頭町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

             の認定について 

 第 ７．議案第 ９３号 令和元年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳 

             入歳出決算の認定について 

 第 ８．議案第 ９４号 令和元年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計歳入 

             歳出決算の認定について 

 第 ９．議案第 ９５号 令和元年度智頭町公共下水道事業特別会計歳入歳出決 

             算の認定について 

 第１０．議案第 ９６号 令和元年度智頭町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 

             決算の認定について 

 第１１．議案第 ９７号 令和元年度智頭町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

             の認定について 

 第１２．議案第 ９８号 令和元年度智頭町介護保険サービス事業特別会計歳入 

             歳出決算の認定について 

 第１３．議案第 ９９号 令和元年度智頭町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

             算の認定について 

 第１４．議案第１００号 令和元年度智頭町水道事業会計決算の認定について 

 第１５．議案第１０１号 令和元年度智頭町病院事業会計決算の認定について 

 第１６．議案第１０２号 令和２年度智頭町一般会計補正予算（第４号） 

 第１７．議案第１０３号 令和２年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 

             （第３号） 

 第１８．議案第１０４号 令和２年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算 

             （第２号） 
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 第１９．議案第１０５号 令和２年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

             ２号） 

 第２０．議案第１０６号 令和２年度智頭町介護保険サービス事業特別会計補正 

             予算（第２号） 

 第２１．議案第１０７号 令和２年度智頭町水道事業会計補正予算（第２号） 

 第２２．議案第１０８号 令和２年度智頭町病院事業会計補正予算（第２号） 

 第２３．議案第１０９号 智頭町立富沢コミュニティーセンターの設置及び管理 

             に関する条例の制定について 

 第２４．議案第１１０号 智頭町新型コロナウイルス感染症等対応利子補給補助 

             金基金条例の制定について 

 第２５．議案第１１１号 智頭町定住促進賃貸住宅の設置及び管理に関する条例 

             の一部改正について 

 第２６．議案第１１２号 智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部 

             改正について 

 第２７．議案第１１３号 智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条例の一 

             部改正について 

 第２８．議案第１１４号 智頭町立地区集会所の設置及び管理等に関する条例の 

             一部改正について 

 第２９．議案第１１５号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 第３０．議案第１１６号 智頭町教育委員会委員の任命について 

 第３１．議案第１１７号 智頭町教育委員会委員の任命について 

 第３２．議案第１１８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更について 

 第３３．議案第１１９号 鳥取県東部広域行政管理組合規約の変更について 

 第３４．議案第１２０号 町道の路線変更について 

 第３５．報告第  ４号 法人の経営状況について 

 第３６．報告第  ５号 法人の経営状況について 

 第３７．陳情について 

 

１．会議に出席した議員（１２名） 

    １番 谷 口 翔 馬        ２番 波 多 恵理子 

    ３番 安 道 泰 治        ４番 國 本 誠 一 
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    ５番 河 村 仁 志        ６番 大 藤 克 紀 

    ７番 岩 本 富美男        ８番 谷 口 雅 人 

    ９番 岸 本 眞一郎       １０番 酒 本 敏 興 

   １１番 中 野 ゆかり       １２番 大河原 昭 洋 

 

１．会議に欠席した議員（０名） 

 

１．会議に出席した説明員（１６名） 

   町 長   金 兒 英 夫 

   教 育 長   長 石 彰 祐 

   病 院 事 業 管 理 者   葉 狩 一 樹 

   総 務 課 長   矢 部   整 

   企 画 課 長   酒 本 和 昌 

   税 務 住 民 課 長   江 口 礼 子 

   教 育 課 長   國 岡 厚 志 

   地 域 整 備 課 長   迎 山 恵 一 

   山 村 再 生 課 長   山 本   進 

   地 籍 調 査 課 長   原 田 誠 之 

   福 祉 課 長   小 谷 いず美 

   会 計 課 長   矢 部 久美子 

   税務住民課参事兼水道課長   藤 森 啓 次 

   総 務 課 参 事   米 本 勝 彦 

   病 院 事 務 部 長   福 安 教 男 

   代 表 監 査 委 員   小 林   新 

 

１．会議に出席した事務局職員（２名） 

   事 務 局 長   柴 田 睦 子 

   書 記   松 田 絵 理 

 

開 会 午前１０時３５分 
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開 会 あ い さ つ 

 

○議長（大河原昭洋）  ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達し

ておりますので、令和２年第３回智頭町議会定例会を開会します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（大河原昭洋）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、２番、波多恵理子議員、

３番、安道泰治議員を指名します。 

 

日程第２．会期の決定 

 

○議長（大河原昭洋）  日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から９月１８日までの１０日間としたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日から９月１８日までの１０日間と決定しまし

た。 

 

日程第３．諸般の報告 

 

○議長（大河原昭洋）  日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定に基づき、令和２年７

月分から８月分までの例月出納検査報告書が提出されました。お手元に写しを配

付しておりますのでご承知ください。 

  次に、陳情の処理経過及び結果について、智頭町長から報告がありました。お
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手元に写しを配付しておりますのでご承知ください。 

  次に、智頭町長から地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及

び第２２条第１項の規定により、令和元年度健全化判断比率について及び令和元

年度資金不足比率についての報告がありました。お手元に写しを配付しておりま

すのでご承知ください。 

  次に、今期定例会の説明員につきましては、９月１日付をもって、町長、教育

長並びに代表監査委員に出席の要求をしております。 

  次に、前定例会以降、議長等の動静につきましては、お手元に配付しておりま

すので後ほどご覧いただき、議会活動、また、議員活動に資していただければと

思っております。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

 

  日程第４．議案第９０号から日程第３４．議案第１２０号まで  ３１案 

  日程第３５．報告第４号から日程第３６．報告第５号まで  ２報告 

  一括上程 

 

○議長（大河原昭洋）  これから、議案第９０号 令和元年度智頭町一般会計歳

入歳出決算の認定についてから、議案第１２０号 町道の路線変更についてまで

の３１議案及び報告第４号 法人の経営状況についてから、報告第５号 法人の

経営状況についてまでの２報告を一括して議題とします。 

  町長に提案理由の説明を求めます。 

  金兒町長。 

○町長（金兒英夫）  おはようございます。まずもちまして、提案理由を述べさ

せていただく前に、私の都合によりまして議会日程を調整していただきました。

この場をお借りしまして厚くお礼を申し上げたいというふうに思います。 

  それでは、提案理由の説明を読ませていただきます。 

本日、ここに第３回定例町議会を召集しましたところ、議員各位にはご多忙の

ところご参集いただき、誠にありがとうございます。 

  それでは、本定例会に提案しました議案の審議をいただくに当たり、その概要

を説明します。 

  まず、議案第９０号から議案第１０１号までは、令和元年度一般会計及び特別
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会計並びに公営企業会計の決算認定を求めるものです。この１２議案につきまし

ては、去る７月３１日から８月１２日までの間、町監査委員による審査を受けま

したので、その意見を添えて本議会の認定に付するものであります。 

  次に、議案第１０２号から議案第１０８号までは、補正予算についてでありま

すが、各会計に共通しまして新型コロナウイルス感染症を克服するため、国の第

２次補正予算に計上された新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金な

どを活用して、感染拡大予防など新しい生活様式への取組と町内での消費喚起な

ど、町内業者の支援に要する経費を措置しています。 

  まず、議案第１０２号 令和２年度智頭町一般会計補正予算（第４号）につい

て主なものを説明します。 

  総務費のまちづくり推進費では、まちづくり事務費で国の過疎地域等自立活性

化推進交付金を活用して、地域通貨、まちのコイン活用による地域内外との関係

性の構築や、循環型の経済を創出するための新たな仕組みづくりを検討する経費

を、移住定住促進事業では、定住促進賃貸住宅退去に伴う修繕費などを、地域情

報化推進事業では、次世代ＩＰ告知端末更新時の導入に向けた買物支援や認知症

予防など、新しい生活様式に対応したアプリケーション開発委託料のほか、県道

改良工事に伴う光ケーブル移転補償費の増額を、それぞれ措置しています。 

  地域活性化推進費では、社会保険事業で保険加入者と心と心を通わせるため、

５月に先行実施した心の疎開プロジェクト事業に要した経費を、地域支援推進事

業では、１１月に完成予定の富沢コミュニティーセンターの管理運営に要する経

費を、それぞれ措置しています。 

  交通政策費では、新型コロナウイルスの影響を受けている広域バス路線南部幹

線の維持を図るため、路線バス運行継続を支援する経費を措置しています。 

  諸費の諸税等還付金では、過年度の事業費清算に伴う国県支出金返還金の増額

を措置しています。 

  また、税務総務費では町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税の

４税について、コンビニ収納導入に向けたシステム改修委託料を措置しています。 

  民生費の社会福祉費では、おせっかいのまちづくり推進のため、小中学生に身

近な人へのおせっかいに取り組んでもらう運動の参加費などを措置しています。 

  障害福祉費では、重度障がい児者支援事業補助金、更生医療費、障がい者給付

費などの実績見込みに伴う増額を、老人福祉費では、介護保険事業特別会計操出
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金の増額を、それぞれ措置しています。 

  衛生費の保健衛生総務費では、検診事業実施時の感染予防対策用品購入費を、

各種予防費では、本年１０月からロタウイルス予防接種が定期予防接種となるこ

とに伴う予防接種委託料の増額など、保健センター管理費では、１階テラスの支

柱修繕に要する経費のほか、ひだまりホール等電灯のＬＥＤリース料を、上水道

費では、上水道会計操出金を、病院施設費では、病院事業会計操出金の増額を、

それぞれ措置しています。 

  農林水産業費の農業振興費では、農業団地センターを鳥取いなば農業協同組合

に無償譲渡することに伴う施設修繕事業負担金を、また、芦津貯木場跡地を原木

シイタケ栽培地として国から購入する経費を、農業集落排水費では、農業集落排

水事業特別会計操出金の増額を、それぞれ措置しています。 

  林業振興費では、新型コロナウイルス感染拡大に伴う木材需要の低迷に対応す

るため、素材生産者、原木市場、製材事業者を支援する智頭材出荷緊急対策事業

補助金を、また、地域経済の活性化のため全町民に地域通貨杉小判５枚を追加し

て配布する経費を、それぞれ措置しています。 

  林道費では、林道施設災害復旧事業に伴う林道修繕工事費の増額を措置してい

ます。 

  商工費の商工振興費では、新型コロナウイルス感染症の影響で前年同期と比較

して売上げが減少している事業所に、１０万円から１２０万円を従業員数、減少

幅に応じて交付する、コロナに負けるな中小企業支援交付金のほか、町内の複数

の飲食店が連携して行う収益向上の取組や事業について、１事業につき上限５０

万円を助成する智頭町飲食店連携応援補助金を、また、智頭町新型コロナウイル

ス感染症等対応利子補給補助金の見込み増のほか、令和３年度以降の給付に備え

るため、智頭町新型コロナウイルス感染症対応利子補給補助金基金積立金を、そ

れぞれ措置しています。 

  観光費の観光事業では、コロナ後を見据えた観光促進事業を智頭町観光協会に

委託する、コロナに打ち克て観光促進事業委託料を措置しています。 

  土木費の道路維持費では、新図書館入り口周辺の歩道修繕に要する経費のほか、

道路台帳の錯誤調整及び道路台帳管理システムの機能追加に要する経費を、下水

道事業費では、公共下水道事業特別会計操出金の増額を、それぞれ措置していま

す。 
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  消防費の消防施設費では、山郷地区消防団拠点施設の外壁修繕に要する経費を、

防災費では、マスクほかの感染予防対策備蓄品のほか、間仕切りカーテンなど避

難所の感染防止用品購入費などを、それぞれ措置しています。 

  教育費の小学校費及び中学校費では、サーモグラフィーカメラなどの感染防止

対策用備品購入費を、地区公民館費では、山形第一公民館の外階段修繕に要する

経費を、文化財整備活用費では、工法変更などに伴う歴史の道整備工事費の増額

を、また、学校給食費では保護者負担軽減のため現在は半額としている給食費を、

４月に遡って完全に無償化とする経費のほか、県産水産物を学校給食に提供する

食材費を、それぞれ措置しています。 

  その他、特別会計、企業会計を含む各費目に共通して、建物共済保険料の算定

基準変更に伴う保険料の調整を行っています。 

  以上、今回の一般会計補正予算額は２億７，７０５万５，０００円の増額であ

り、補正後の予算総額は７３億２，１９５万２，０００円となります。 

  議案第１０３号 智頭町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）では、下

水道使用料のコンビニ収納導入に向けたシステム改修委託料などを措置していま

す。 

  議案第１０４号 智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）では、

施設使用料のコンビニ収納導入に向けたシステム改修委託料のほか、平成３０年

西日本豪雨災害復旧工事費及び県道改良工事に伴う、支障下水道設備の移転工事

費の増額などを措置しています。 

  議案第１０５号 智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）では、新型

コロナウイルス感染症対応のための体制拡充に向けた会計年度任用職員の雇用に

要する経費のほか、過年度分事業費清算に伴う国県支出金等還付金の増額などを

措置しています。 

  議案第１０６号 智頭町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号）で

は、建物共済保険料の増額を措置しています。 

  議案第１０７号 智頭町水道事業会計補正予算（第２号）では、水道使用料の

コンビニ収納導入に向けたシステム改修委託料のほか、第１水源地の受電設備の

修繕、取水ポンプの交換などに要する経費を措置しています。 

  議案第１０８号 智頭町病院事業会計補正予算（第２号）では、インフルエン

ザ流行期における新型コロナウイルス感染症の感染拡大に備えるため、入館者対
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応のサーモグラフィーカメラを設置するとともに、院内感染防止の体制を整備し

た上で発熱者等の診療を適切に実施するため、発熱者用簡易診察室の設置及び人

工呼吸器や感染予防用クリーンベッドなど、医療用機器の整備に要する経費を措

置しています。 

  次に、条例案件について説明します。 

  議案第１０９号 智頭町立富沢コミュニティーセンターの設置及び管理に関す

る条例の制定につきましては、富沢コミュニティーセンター建設に伴い、同セン

ターの設置及び管理に関し必要な事項を定めるものであります。 

  議案第１１０号 智頭町新型コロナウイルス感染症等対応利子補給補助金基金

条例の制定につきましては、新型コロナウイルス等対策融資の利子負担を支援す

る、智頭町新型コロナウイルス感染症等対応利子補給補助金の令和３年度以降の

財源とするため、新たに基金を設置するものです。 

  議案第１１１号 智頭町定住促進賃貸住宅の設置及び管理に関する条例の一部

改正につきましては、平成３０年度に整備した定住促進賃貸住宅１棟を追加する

ものです。 

  議案第１１２号 智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改正に

つきましては、富沢コミュニティーセンター建設に伴い同センターに富沢地区公

民館を移設するため、設置位置などの変更をするものです。 

  議案第１１３号 智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正

につきましては、新図書館開館に伴い図書館の名称及び設置位置などを変更する

ものです。 

  議案第１１４号 智頭町立地区集会所の設置及び管理等に関する条例の一部改

正につきましては、所管を教育委員会から町長に変更するものです。 

  次に、人事案件です。 

  議案第１１５号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任につきましては、

現委員、大坪正人氏の任期が令和２年９月３０日で満了することに伴い、引き続

き同氏を選任したいので議会の同意を得るものです。 

  議案第１１６号 智頭町教育委員会委員の任命につきましては、現委員酒本弘

道氏の辞職に伴い、新たに安住順一氏を任命したいので、本議会の同意を求める

ものです。 

  議案第１１７号 智頭町教育委員会委員の任命につきましては、現委員平井早
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苗氏の任期が令和２年９月３０日で満了となることに伴い、新たに河村郁子氏を

任命したいので、本議会の同意を得るものであります。 

  次に、その他案件について説明します。 

  議案第１１８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更につきましては、地域通

貨導入検討事業を過疎対策自立促進特別事業に追加するものです。 

  議案第１１９号 鳥取県東部広域行政管理組合規約の変更につきましては、同

組合が共同処理する「可燃物処理施設の建設に関する事務」について、施設建設

工事に着手し、令和４年８月から供用開始を予定していることから、「可燃物処

理施設を設置し、その管理運営に関する事務」に変更するものです。 

  議案第１２０号 町道の路線変更につきましては、主要地方道津山智頭八東線

のバイパス整備に伴い、坂原地内の一部区間の管理が町に移管されたため、同区

域を町道金刀比羅線に編入するものです。 

  最後に、報告案件です。 

  報告第４号及び報告第５号 法人の経営状況につきましては、それぞれ株式会

社サングリーン智頭及び一般財団法人因幡街道ふるさと振興財団の令和元年度経

営状況について報告するものです。 

  以上、本議会に提案しました諸議案の概要を説明しました。詳細につきまして

は主管課長及び担当者をもって説明させますので、よろしく審議いただきますよ

うお願いします。 

○議長（大河原昭洋）  提案理由の説明は終わりました。 

  次に、議案第９０号 令和元年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定について

から、議案第１０１号 令和元年度智頭町病院事業会計決算の認定についてまで

の１２議案は、決算審査意見書が提出されております。 

  この際、監査委員の審査意見の報告を求めます。 

  小林代表監査委員。 

○代表監査委員（小林 新）  ただいまご指名をいただきました代表監査委員の

小林です。どうぞよろしくお願いします。今日は説明が若干長くなるかも分かり

ませんが、許可を得ていますのでちょっとマスクを外して説明させていただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

  本日は、智頭町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運用状況と智頭

町公営企業会計の決算審査意見書に基づき、審査意見について報告をいたします。
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監査委員が行う監査は、町民の負託によるものであることを深く認識し、決算審

査意見書については、出来得る限り図や表を利用して、町民に一層分かりやすい

表現となるよう努めてまいりました。 

  それでは、まず最初に智頭町一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに基金運

用状況審査意見について報告いたします。 

  １ページをご覧ください。第１、審査の対象。１、一般会計、令和元年度智頭

町一般会計歳入歳出決算。２、特別会計、（１）から（９）記載の各特別会計の

歳入歳出決算。３番、上記会計の証書類、歳入歳出決算事項別明細書及び実質収

支に関する調書並びに財産に関する調書。４番、令和元年度基金運用状況調書。 

  第２、審査の期間。令和２年７月３１日から令和２年８月１２日まで。 

  第３、審査の方法。決算の審査は、各会計の決算書及び決算附属書類は地方自

治法その他関係法令等に準拠して作成されているか。また、予算の執行状況は、

関係法令等に沿って適正かつ効率的に執行されているかに主眼を置き、例月現金

出納検査及び定期監査の結果を参考とするとともに、関係職員から説明を聴取し、

その適宜について慎重に審査した。また、基金運用状況調書については、計数が

正確であるか、基金が適正に運用されているかに重点を置いて審査を行った。 

  第４、審査の結果。審査に付された各会計の歳入歳出決算書及び決算附属書類

は、上に述べた方法により審査した結果、いずれも関係法令等に準拠して作成さ

れており、記載された金額は正確であると認められ、また、予算の執行状況にお

いてもおおむね適正な執行が行われているものと認められた。また、基金運用状

況調書の計数は正確であり、基金は設置目的に沿って適正に運用されていると認

められた。 

  続きまして、２５ページの終章、まとめをご覧ください。終章のまとめを利用

して審査意見について報告いたします。 

  一般会計と特別会計を合わせた総計決算額は、歳入９１億５，２３２万円、歳

出８８億１，２２２万６，０００円で、前年度に比べ、歳入で３億６８７万２，

０００円、歳出で２億６，０２０万１，０００円、それぞれ増加している。 

  一般会計の決算額は、歳入６５億５２５万１，０００円、歳出６２億８，０９

７万７，０００円で、前年度に比べ、歳入で４億７，７０１万２，０００円、歳

出で４億２，８８２万１，０００円、それぞれ増加している。特別会計の決算額

は、歳入２６億４，７０６万９，０００円、歳出２５億３，１２４万９，０００
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円で、前年度に比べ、歳入で１億７，０１４万円、歳出で１億６，８６１万９，

０００円、それぞれ減少している。 

  決算収支等の状況を見ると、一般会計と特別会計を合わせた総計決算収支の実

質収支額は、２億７，４６９万８，０００円の黒字決算となり、前年度実質収支

額に比べ、２，５４３万６，０００円の増加となっている。実質収支額から前年

度実質収支額を控除した単年度収支額は、２，５４３万６，０００円の黒字で、

前年度に比べ、１億４，０８２万４，０００円増加している。 

  一般会計の決算額では、実質収支額が１億５，８８７万８，０００円の黒字で、

前年度に比べ、２，６９５万６，０００円増加し、実質収支比率も４．５％とな

り、前年度に比べ、０．８ポイント上昇している。単年度収支額は２，６９５万

６，０００円の黒字となって、特別会計の決算額では、実質収支額は１億１，５

８２万円の黒字で、前年度に比べ、１５２万円減少し、単年度収支額は１５２万

円の赤字となっているが、前年度に比べ、４，６７１万９，０００円増加してい

る。 

  一般会計と特別会計を合わせた総計決算収支の単年度収支額に、財政調整基金

積立額を加減算した実質単年度収支額は、１億２，３６０万５，０００円の赤字

となっている。 

一般会計の収入済額を予算額で除した執行率は８５．０％、不納欠損額は９１

万３，０００円で、前年度に比べ、８８万８，０００円減少している。調定額か

ら収入済額及び不納欠損額を差し引いた、収入未済額は２，０２９万５，０００

円で、前年度に比べ、１５５万１，０００円減少している。また、支出済額を翌

年度繰越額を差し引いた予算現額で除した執行率は９３．６％、予算現額から支

出済額及び翌年度繰越額を差し引いた、不用額は４億２，６４３万６，０００円

で、前年度に比べ、１億３７２万１，０００円増加している。 

同様に、特別会計全体での歳入執行率は９７．９％、不納欠損額は２８０万３，

０００円、収入未済額は１億５３１万４，０００円、歳出の執行率は９３．６％、

不用額は１億７，２７２万３，０００円となる。 

  財政状況を示す数値を普通会計ベースで見ると、財政構造の弾力性を判断する

経常収支比率は９７．６％で、前年度に比べ０．８ポイント上昇し、依然として

高い水準で推移しており、財政構造の硬直化が続いている。これは主に、算式の

分母となる経常一般財源等が７２３万５，０００円の微増であったことに対し、
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分子となる経常経費充当一般財源が３，４５９万１，０００円増加したことによ

るものである。 

  分子の増加要因は、人件費が１，０３４万５，０００円、物件費が２，２０６

万４，０００円、扶助費が１，８７２万１，０００円、それぞれ減少したものの

公債費が７，５６９万９，０００円、繰出金が２，２７９万３，０００円、それ

ぞれ増加したことによるものである。 

  分母の経常一般財源等から臨時財政対策債を除いた経常収支比率は１００．

５％となり、これは経常的収入で経常的支出が賄えていない不健全な財政状況で

あることを示している。今後も人件費や物件費等の経常的経費の抑制に向けて、

行財政改革を推進することはもとより、緊急性や必要性を十分見極め、限られた

財源の効率的な執行に努められたい。 

  歳入総額に占める一般財源等の構成比率は６７．９％となり、前年度に比べ、

４．１ポイント低下している。歳出総額に占める構成比率については、義務的経

費は３３．０％と、前年度に比べ、１．２ポイント低下しているが、投資的経費

は２０．８％で、前年度に比べ、４．０ポイント上昇している。 

今後、新たな行政需要が見込まれる中で、町税等の収入率の向上や受益者負担

の適正化を図るなど、分母の経常一般財源等の確保や、事務事業の徹底した精査

と選択によって分子の経常的経費の抑制に努め、財政の硬直化防止と弾力性確保

が求められる。 

  町債の状況を見ると、当年度末残高は一般会計で７８億６，４０９万９，００

０円、特別会計で３９億６，９４９万１，０００円で、合計で１１８億３，３５

９万円で、前年度に比べ、１億９，４６７万円減少している。内訳別的に見ると、

一般会計では１億３，９４３万４，０００円増加しているが、特別会計では３億

３，４１０万４，０００円減少している。 

  一般会計、特別会計の合計に病院事業会計及び水道事業会計を含めた全会計の

町債残高は、１４９億９，７５７万７，０００円となり、前年度に比べ、２億９，

６９５万５，０００円減少している。しかし、近年の大規模事業に伴う公債費の

償還増が想定され、また、公共施設の更新等を推進するには必然的に町債に依存

することになることから、今後とも後年度の財政負担に配慮した計画的な町債管

理に留意する必要がある。 

  基金の状況を見ると、基金の当年度末残高は２９億４，８７９万８，０００円
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で、前年度に比べ、１億６，２３２万４，０００円減少している。そのうち、財

政調整基金が１４億６５７万円となっている。これは主に、一般会計で森林整備

促進基金が２，０２３万９，０００円、特別会計で介護サービス事業運営基金が

５，４４５万９，０００円、それぞれ増加したものの、一般会計で財政調整基金

が１億４，９０４万１，０００円、教育施設整備基金が５，３７１万４，０００

円、それぞれ減少したことによるものである。今後の財政運営において厳しい状

況にあることは変わりはなく、引き続き財源を確保する取組が必要である。 

  収入未済額の状況を見ると、一般会計と特別会計を合わせた収入未済額は、１

億２，５６０万９，０００円となっている。前年度に比べ、１，７６４万６，０

００円増加している。内訳別に見ると、一般会計は２，０２９万５，０００円で、

前年度に比べ、１５５万１，０００円減少しているが、特別会計では１億５３１

万４，０００円で、前年度に比べ１，９１９万７，０００円増加している。これ

は主に、介護保険会計で町外の老人介護施設に対し介護報酬の過誤需給があった

として、介護報酬に対して返還請求した２，５０８万９，０００円が収入未済額

となったことによるものである。 

  当年度は、不納欠損処理が３７１万６，０００円行われている。このうち智頭

町債権管理条例第１４条に基づき、私債権等の債権放棄をしたことによる不納欠

損処理が行われている。回収見込みのない債権を管理し続けることは、適正な債

権管理に支障を来すことになるため、不納欠損処理もやむを得ないと考えるが、

その実施に当たっては、安易な債権放棄につながることのないよう適正な債権管

理に努められたい。 

収入未済額の解消は、財政運営や町民負担の公平性を図り、行政の信頼を高め

るという観点から極めて重要である。滞納の未然防止及び初期滞納者への早期対

策を強化し、智頭町債権管理条例等に基づき、より効率的・効果的な債権回収を

推進し、収入未済額の縮減に努められたい。 

  不用額について見ると、一般会計、特別会計の合計では５億９，９１６万円で、

前年度に比べ、不用額は７，０１８万円増加し、予算現額に対する割合が５．

８％となっている。内訳別に見ると前年度に比べ、特別会計は３，３５４万１，

０００円減少しているが、一般会計で１億３７２万１，０００円増加している。

これは主に、学校管理費のエアコン設置工事及び道路橋梁等災害復旧工事で前年

度からの繰越予算額４億５，０８１万５，０００円に対し、支出済額が３億９８
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８万８，０００円となり、不用額が１億４，０８２万６，０００円生じたことに

よるものである。 

  不用額には、予算の経済的・効率的な執行や経費節減による成果によるもの、

予算作成後予見し難い事由の変更等によるもの、予算上の見積りや想定が実情と

合っていなかったものなど多様な理由があるが、他の必要な事業の実施機会の損

失につながる場合もあることも事実であり、予算の積算を厳密に行っていくこと

が重要である。当初予算計上時から精度の高い所要経費の見積りを行った上で、

予算執行の際には適切かつ効率的に事業を実施するとともに、その進捗状況を的

確に把握し、不用額が生ずる見込みがある場合には減額補正を行うなど、効率的

な予算の執行管理に努められたい。 

  また、今後ますます財政状況が厳しくなることが予想されることからも、不用

額が生じた場合はその要因を分析し、必要に応じてその結果を次年度以降の予算

編成に反映されるよう努められたい。 

  特別会計において、鳥取県国民健康保険団体連合会への保険給付費の支払いを、

国民健康保険特別会計では５億４４１万７，０００円、介護保険事業特別会計で

は８億２，９６５万５，０００円が科目の節で負担金、補助金、交付金、細節で

補助金として処理されていることが判明した。歳出の項目が補助金でありながら、

智頭町補助金等交付規則にのっとった事務処理がなされていない。補助金ではな

く負担金としての性格を有するものであると思われることから、事務手続の適正

化を図られたい。 

  財政健全化の観点から、地方公共団体においても債権・債務の実態を把握管理

する必要が示され、企業会計的な手法を取り入れた財務書類を作成することとさ

れており、平成２８年度決算分から全国的に統一的な基準による地方公会計の考

え方で実施されることになっている。財務書類を作成する上で、物品について一

定額以上のものは、貸借対照表の資産として計上することになっており、物品の

評価は決算に影響を与えることになる。 

  こうした観点から、本監査で各課の備品の管理状況を確認したところ、管理責

任者が特定されておらず、備品台帳の整備及び現物照合がなされていないこと等

から、管理体制に問題があることが判明した。昨年の令和元年度の定期監査でも

指摘したとおり、正確な財務書類の作成及び財産情報の公開にも必要となる、備

品を中心とした物品の管理体制の適正化を早急に図ることが必要不可欠である。 
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  今後、人口減少等に伴う町税や地方交付税の減少が予想され、さらに公債費の

増加及び公共施設の大規模改修を含む投資的経費の増加が見込まれるなど、厳し

い財政状況が予想され、財政硬直化の傾向が引き続き伺え、効率的・効果的な事

業執行と財源確保に向けた取組がより一層求められる。 

  このような状況にあって、歳入に当たっては、従来の国や県などの依存財源の

確保と町税等の自主財源の確保、収入率向上策による収入未済額のさらなる縮減

に加えて、新たな財源の模索にも努める一方、歳入規模に見合った歳出構造を堅

持していくため、歳出に当たっては事業の見直し、改廃の検討等により限られた

財源の効率的・効果的な経費支出を図ることが重要である。 

今後においても、社会情勢の変化、町民の多様なニーズを的確に捉え、かつ一

般会計、特別会計及び公営企業会計を連結した財政健全化への取組を積極的に推

進し、持続可能な財政運営に努められたい。 

  続きまして、智頭町公営企業会計決算審査意見について報告いたします。智頭

町公営企業会計決算審査意見書の１ページをご覧ください。 

  第１、審査の対象。令和元年度智頭町水道事業会計決算及び附属書類。令和元

年度智頭町病院事業会計決算及び附属書類。上記の決算に関する証書類、事業報

告書並びにキャッシュフロー計算書、収益費用明細書、固定資産明細書及び企業

債明細書。 

  第２、審査の期間。令和２年６月２６日から令和２年７月２８日まで。 

  第３、審査の方法。決算審査に当たっては、審査に付された各事業会計の決算

書及び附属書類が関係法令に準拠して作成されているか、予算執行状況、経営成

績及び財政状態を適正に表示しているか、事業の経営が企業の経済性を発揮する

とともに、その本来の目的である公共の福祉を増進するよう行われているかを検

証するため、会計帳票等証書類との照合等を行ったほか、関係職員から説明の聴

取を行う等、一般に公正妥当と認める審査手続により実施した。さらに、事業の

経営内容の動向推移及び財政状況の健全性を把握するために、計数の分析を行い、

さらに過去の年度と比較することにより、その状況を明らかにし、審査の参考と

した。 

  第４、審査の結果。審査に付された決算書及び附属書類は、いずれも地方公営

企業法及び関係法令の規定に準拠して作成され、かつ計数も正確で会計諸帳簿や

証拠書類と合致しており、当年度の予算執行状況、経営成績及び当年度末現在の
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財政状態が適切に表示され、おおむね適正であると認められた。 

  それでは、智頭町水道事業会計の決算審査について報告いたします。２１ペー

ジの結びをご覧ください。 

  （１）業務状況について。長期的には給水人口、行政区域内人口ともに減少傾

向にあるが、当年度は行政区域内人口に対する普及率は３５．５％、前年度と比

べ、０．６ポイント上昇している。水需要については、年間総配水量３５万１，

４４９立米のうち、料金の対象となる年間総有収水量は２５万７，５１６立米で、

前年度に比べ、年間総配水量が８万５，７２１立米、年間総有収水量が４，３６

２立米、それぞれ減少している。 

  この結果、経営効率を表す有収率は７３．３％となっており、前年度に比べ、

１３．４ポイント上昇している。本町における有収率は、類似団体平均値７４．

２％及び全国平均値７３％とほぼ同水準となっている。漏水調査等の漏水防止対

策の取組が、漏水事故による緊急修繕や大規模修繕の発生を抑制したことにより、

修繕料を節減し有収率向上にもつながる成果となっている点は評価できる。 

  水道事業において、有収率は経営効率を図る上で重要な指標であることから、

今後も引き続き、職員及び専門業者による漏水やメーター不感等の効率的な漏水

調査業務を積極的に実施されたい。また、漏水は給水不良や道路陥没などにもつ

ながることから、漏水箇所の早期発見、老朽管の修繕対応など、継続した漏水防

止対策を強化するとともに、老朽配水管の更新など漏水防止対策を計画的に実施

され、さらなる有収率の向上に努められたい。 

  予算の執行状況について。収益的収支は事業収益８，２３７万４，０００円、

事業費用６，７６８万２，０００円であり、収支差引き１，４６９万２，０００

円の当年度純利益が生じている。資本的収支については、収入額ゼロ、資本的支

出３，０８４万４，０００円で、収支差額３，０８４万４，０００円の不足とな

っている。なお、資本的収支の不足額については、当年度消費税等資本的収支調

整額１３６万６，０００円、過年度分損益留保資金、当年度分損益留保資金２，

９４７万７，０００円で補填している。 

  建設改良費のうち、上水道第２水源地に関わる土地購入４１０万３，０００円、

水源調査１７２万８，０００円の予算執行について、水質調査の結果、当初予定

していた水量の確保が現状では困難であることが判明した。予算執行の留意事項

として、資産取得に当たっては十分な事前調査を行っていただきたい。さらに、
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取得した土地の今後の有効活用についても検討されたい。 

  経営成績について。損益収支では総収益７，７１０万８，０００円に対して、

総費用が６，６０３万３，０００円で、差引き１，１０７万５，０００円の当年

度純利益を計上しており、前年度に比べ、８７５万６，０００円の大幅な増益と

なっている。これは主に、総収益の微減に対して総費用の大幅減によるものであ

る。 

損益の状況を発生源別に分類すると、事業活動の基盤となる営業損益では４３

５万２，０００円の営業損失となっているが、前年度に比べ、損失額が７０２万

５，０００円減少している。これは主に、営業収益の微減に対して営業費用の大

幅減、営業費用減の主なものは原水及び浄水費の修繕料１３９万円、配水及び給

水費の修繕料１４３万８，０００円、総係費の委託料２５０万円、減価償却費１

３０万８，０００円である。 

  営業外損益は１，５４２万８，０００円の営業外利益で、前年度に比べ、１６

６万８，０００円の増益となっている。これは主に、繰延資産償却費１８９万円

の皆減によるものである。 

営業損益と営業外損益を放棄した経常損益は１，１０７万５，０００円の経常

利益で、前年度に比べ、８６９万４，０００円の大幅な増加となっている。 

  平成２６年度からは、新会計基準適用による多額な長期前受金戻入が営業損益

の損失部分を吸収しており、営業損益の損失から経常損益の利益に転換している。 

老朽管更新工事等による減価償却費の増加や、給水人口の減少による給水収益

の減少は、今後一層進展することが予想され、さらなる経営の合理化・効率化に

よって経費の削減を図り、純利益の確保に努められたい。 

  公営企業における純利益は、いわゆる民間企業におけるもうけとしての利益と

は、その意味合いが決定的に異なるもので、建設改良費や企業債償還金の財源、

すなわち第４条予算の資本的支出の財源に充てるための公共的必要余剰であり、

事業の継続的な経営には必要不可欠なものである。 

相応の純利益が確保され、おおむね堅実な経営状況であるが、純利益の水準等

を検討する場合は、職員給与費のうち１名分を本町で負担していることから、本

事業会計では該当部門は費用計上しておらず、費用が過少であることに留意が必

要である。 

  財政状態について。資産の総額は８億７，００１万５，０００円で、前年度に
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比べ、１，４３５万５，０００円減少している。これは主に、現預金の増等によ

り流動資産が５７６万７，０００円増加したものの、減価償却費等により有形固

定資産が１，９４４万２，０００円減少していることによるものである。負債総

額は２億８，９０４万５，０００円で、前年度に比べ、２，５４３万１，０００

円減少している。これは主に、企業債の翌年度支払予定額短期化により固定負債

が８４０万円、同じく長期前受金収益化累計額の増により繰延収益が１，６８２

万３，０００円減少したことによるものである。 

  資本の総額は５億８，０９６万９，０００円で、前年度に比べ、１，１０７万

５，０００円増加している。これは、当年度純利益により利益剰余金が同額増加

したことによるものである。 

この結果、安全性を示す自己資本比率は９６．９％で、前年度に比べ、０．９

ポイント上昇し、９０％台の高水準を維持しており、安定した財政の健全性が維

持されているものと認められる。また、企業債未償還残高は２，５１２万５，０

００円となっており、着実な縮減が図られている。 

  資金状況について。資金運用表の正味運転資本５６６万１，０００円の増加は、

正味運転資本増減明細表により、主に現預金で５９７万２，０００円増という形

で行われている。また、キャッシュフロー計算書では、業務活動によるキャッシ

ュフローの資金流入が、投資活動及び財務活動によるキャッシュフローの資金支

出の合計額を上回ったことにより、当年度末の現金預金残高は前年度に比べ、５

９７万２，０００円増加している。したがって、水道事業の経営はおおむね健全

に運営されてきたと認められる。 

  給水収益の収入状況について。給水収益の収入率８９．６％は、前年度と比べ

ると０．４ポイント上昇しているが、このうち過年度分の収入率は１７．０で２．

５ポイント低下している。収入未済額は７５９万２，０００円で、前年度に比べ

ると、３５万３，０００円減少している。このうち、過年度分の収入未済額は６

５９万５，０００円で、２万４，０００円増加している。 

  長期延滞債権については、平成２１年度以降、不納欠損処理がなされていなか

ったが、智頭町債権管理条例第１４条第７号に基づき、債権放棄をしたことによ

る不納欠損処理が、貸倒引当金の取崩しにより、昨年度は１５万６，０００円、

当年度は１４万８，０００円行われている。長期延滞債権の取扱いについては、

決算における経営状況をより正確に表示するため、智頭町財務規則等に基づき、
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適正な対応を求めるとともに、受益者負担公平性の観点から不納欠損処理に至ら

ないよう、適切な未収金の管理及び滞納債権の回収に努められたい。 

  今後の経営について。以上のように、本町の水道事業はこれまで比較的良好な

経営状況で推移してきた。しかし、水需要は人口減少社会の到来、節水型社会の

移行及びライフスタイルの変化などの影響により、年々減少傾向にある。これに

伴い、基幹収益である給水収益は長期にわたり減少傾向が続いており、この人口

減少等に伴う長期的減少トレンドは明確であり、その結果、収益面等において今

後厳しい状況が想定される。 

  こうした状況の下で、全国の他の自治体とも共通の課題である、配水管及び浄

水場等の老朽施設の更新及び耐震化等の問題に直面しており、いかに効率的・効

果的に進め、安定運営のための基盤強化に取り組むかが最大の課題といえる。 

  総務省では、水道事業の持続的な経営の確保のための方針として、１、水道広

域化推進プランによる広域化の推進、２、アセットマネジメントの充実、３、着

実な更新投資の促進、等を要請している。ついては、このような水道事業が置か

れている状況を十分認識した上で、中長期的な経営の基本計画である智頭町水道

事業経営戦略に基づく、計画的な経営を行っていくことが重要である。さらに、

耐震化などの長期的な投資計画及びその実現性を担保する財源の確保といった具

体的な投資・財源試算や、リスクに対する保全予防を含めた事業の管理・運営体

制の在り方など、いわゆるアセットマネジメントによる水道事業の効率的かつ効

果的な管理運営体制の構築が求められる。 

  今後、水道事業の運営に当たっては、公営企業として経営の健全性の確保を基

本として、収支のバランスを考慮した計画的な経営により、後年に過度な負担を

与えることなく将来への持続可能な事業運営を行い、引き続き町民が安全で安心

して飲める良質な水道水の安定供給と確保の実現に向けて努力されるよう要望す

るものである。 

  続きまして、智頭病院事業会計の審査意見について報告いたします。５６ペー

ジの結びをご覧ください。 

  １、業務状況について。本年度の業務状況を前年度と比べると、年間延べ利用

者数は９万７，４２４人で、１，４６５人減少している。これは主に、入院患者

数が４１０人、訪問看護が１，１２６人増加したものの、外来患者数が１，８２

３人、介護サービスが６８６人、老人保健施設が４４９人、それぞれ減少したこ
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とによるものである。入院患者数の増加要因は、一般病棟が７１０人減となった

ものの、療養病棟が１，１２０人増となったことによるものである。１日平均利

用者数は３３９．０人で、５．３人減少している。これは主に、訪問看護が４．

８人増加したものの、外来患者数が６．０人、介護サービスが２．７人、それぞ

れ減少したことによるものである。 

  患者１人１日当たりの料金収入は１万３，２５９円で、３３２円増加している。

これは主に、訪問看護が８２６円減少したものの、入院が４３６円、外来が１７

２円、介護サービスが１，５１４円、診療所が１，１６５円、それぞれ増加した

ことによるものである。 

  病床利用率は８９．０％で、０．９ポイント上昇している。これは、一般病棟

が４．０ポイント低下したものの、療養病棟が６．３ポイント上昇したことによ

るものである。一般病棟の病床利用率は、類似団体平均値７０．０％に比べ、１

４．３ポイント、全国平均７８．４％に比べ、５．９ポイント上回っている。老

人保健施設利用率は９４．２％で、３．０ポイント低下しているが、引き続き高

水準を維持している。 

  予算の執行状況について。収益的収支は、事業収益が決算額１８億８，１２７

万９，０００円で、予算額を７，９６９万７，０００円上回っている。事業費用

が決算額１７億４，９５３万８，０００円で、不用額は８，２０３万３，０００

円生じている。この結果、決算収支差額１億３，１７４万円の当年度純利益が生

じている。 

  資本的収支については、資本的収支額が２億５，２６５万４，０００円で予算

額は３，５１５万円上回っている。資本的支出は、決算額２億５，８６２万円で、

不用額は３，５９７万９，０００円生じている。この結果、資本的収支不足額は

５９６万６，０００円となっている。なお、資本的収支不足額については当年度

分消費税等資本的収支調整額３９８万１，０００円及び過年度分損益留保資金１

９８万５，０００円で補填している。 

  経営状況について。総収益１８億７，２５０万３，０００円に対して、総費用

は１７億４，４７７万３，０００円で、差引き１億２，７７２万９，０００円の

当年度純利益となり、前年度に比べ、２億１，３３４万２，０００円の大幅な増

益で、４．１％減の３０億８８４万１，０００円の未処分欠損金を計上している。 

  損益収支では前年度に比べ、総収益が１億２，２１２万４，０００円増加し、
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総費用が９，１２１万８，０００円減少している。 

損益の発生源別に分類すると、損益の事業活動の基盤となる医業損益は、２億

５，７８１万３，０００円の医業損失となっているが、前年度に比べ、３，９９

８万６，０００円の増益となっている。これは主に、医業収益が１，０３６万６，

０００円の増に対し、医業費用が２，９６１万９，０００円減となったことによ

るものである。医業収益の主な増加要因は、入院収益において延べ患者数４１０

人、診療単価４３６円がそれぞれプラスに寄与し、２，３４３万４，０００円増

加したことによるものである。 

  医業費用の主な減少は、給与費が１，１６９万７，０００円、材料費が９４１

万６，０００円、経費の退職手当組合負担金が１，８４３万円、委託料が８７１

万６，０００円、それぞれ減少したことによるものである。医業収益に占める給

与費の割合は７３．１％で、前年度に比べ、０．１ポイント低下しているが類似

病院平均値７０．９％、全国平均値５２．５％を上回っている。 

医業外損益は２億７，５７３万５，０００円の医業外利益で、前年度に比べ、

１，１２３万７，０００円増加している。これは主に、他会計補助金が５０１万

５，０００円増となったこと、支払利息が４１７万１，０００円、控除対象外消

費税が４８８万５，０００円、それぞれ減となったことによるものである。 

  老人保険事業損益は４２６万３，０００円の事業損失で、前年度に比べ、３７

８万４，０００円損失額が増加している。これは主に、年間利用者４４９人の減

により事業収益が４９４万４，０００円減となったことによるものである。 

  訪問看護事業損益は２５７万９，０００円の事業利益であるが、前年度に比べ、

１２８万５，０００円減少している。これは主に、事業収益が年間患者数１，１

２６人増により３４８万５，０００円増加したものの、事業費用の給与費が４９

０万１，０００円増加したことによるものである。 

  この結果、医業損益に医業外損益、老人保健施設事業損益及び訪問看護事業損

益を加えた経常損益は、１，６２３万７，０００円の経常利益で前年度に比べ、

４，６１５万４，０００円の増益となっている。 

経常損益に特別損益１億１，１４９万２，０００円を加えた当年度純損益は、

１億２，７７２万９，０００円の純利益で、前年度に比べ、２億１，３３４万２，

０００円の大幅増益となっている。これは主に、退職引当金と鳥取県町村総合組

合積立金の合計額が、令和元年度末における退職手当の要支給額を超過している
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ため、その超過額１億１，１４９万２，０００円を特別利益として戻入したこと

と、５年の分割で特別損失に計上をしていた退職手当引当金を当年度は計上しな

かったことと、経常利益で４，６１５万４，０００円の増となったことによるも

のである。 

  財政状況について。資産の総額は４６億３，３１６万４，０００円で、前年度

に比べ、５，７８３万３，０００円減少している。これは主に、流動資産が３，

８６２万９，０００円増加したものの、有形固定資産が９，７１２万３，０００

円減少したことによるものである。流動資産の増加要因は、現預金が４，６３６

万６，０００円増加したことによるものである。有形固定資産の減少要因は、減

価償却費により建物が８，９０１万７，０００円減少したことによるものである。 

  負債の総額は３８億９，２３０万３，０００円で、前年度に比べ、３億２，２

４６万７，０００円減少している。これは主に、固定負債が２億１，３８７万５，

０００円、流動負債が９，２１７万６，０００円、繰延収益が１，６４１万６，

０００円、それぞれ減少したことによるものである。固定負債の減少要因は、翌

年度支払予定額短期化により、企業債が１億２３８万３，０００円、退職引当金

が戻入により１億１，１４９万２，０００円、それぞれ減少したことによるもの

である。流動負債の減少要因は、未払金が１億７３万８，０００円減少したこと

と、繰延収益の減少要因は、長期前受金収益合計額が減少したことによるもので

ある。 

  資本の総額は、７億４，０８６万１，０００円で前年度に比べ、２億６，４６

３万３，０００円増加している。これは資本金が一般会計からの出資金により１

億３，６９０万４，０００円、剰余金が当年度純利益により１億２，７７２万９，

０００円、それぞれ増加したことによるものである。 

  資金状況について。資金運用表の正味運転資本の増加１億３，９６１万８，０

００円は、正味運転資本増減明細表では、主に現預金の増加４，６３６万６，０

００円及び未払金の減少１億７３万８，０００円という形で行われている。この

結果、当年度の財政状態は前年度の財政状態よりも正味運転資本が増加し、それ

だけよくなっていると見ることができる。 

  また、キャッシュフロー計算書では、業務活動によるキャッシュフローの資金

流入が、投資活動によるキャッシュフローの資金流出を３４４万７，０００円上

回ったことと、財務活動によるキャッシュフローが資金流入となった結果、当年
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度末の現預金残高は３億６，６９３万６，０００円となり、前年度に比べ、４，

６３６万６，０００円増加している。財務活動による資金流入の主なものは、企

業債の発行及び一般会計からの出資金によるものである。 

  診療費の収入状況について。診療費の収入率は８３．３％で、前年度に比べ１．

２ポイント低下している。不納欠損処理後の収入未済額は、２，８６９万９，０

００円で、前年度に比べ、２６３万円増加している。このうち、過年度分の収入

未済額は１，１３２万３，０００円で、前年度に比べ、３５万６，０００円増加

している。 

  長期延滞債権については、平成２２年度以降不納欠損処理がなされていなかっ

たが、智頭町債権管理条例に基づき、債権放棄をしたことによる不納欠損処理が

昨年度は８２万１，０００円、当年度は８４万１，０００円行われている。長期

延滞債権の取扱いについては、決算における経営状況をより正確に表すため、智

頭町債権管理条例等に基づく適正な対応を求めるとともに、受益者負担の公平性

の観点から不納欠損処理に至らないよう、適切な未収金の管理及び滞納債権の回

収に努められたい。 

  今後の経営について。人口の減少に伴い患者数は減少傾向にあることから、医

業収益の増収が見込めないこと、さらに深刻化する医師及び看護師不足の状況な

ど厳しい事業経営が見込まれる。 

国においては、急速な高齢化に伴う医療・介護需要の急増に対応していくため、

医療機関間や医療介護間の連携強化を通じ、病院・病床機能の役割分担を促すこ

とで、より効果的で効率的な医療介護サービスの提供体制を構築させるとしてお

り、これまでの病院完結型の医療から地域全体で支える地域完結型の医療と、地

域包括ケアシステムの構築を掲げている。 

  このような状況にあって、鳥取県が策定した地域医療構想を念頭に置いた智頭

病院改革プランが、平成２９年３月に策定された。持続可能な地域医療供給体制

及び地域包括ケアシステムの構築を目指すとされている。改革プランの策定につ

いて、特に中小規模の公立病院にあっては、介護保険事業との整合性を確保しつ

つ、例えば在宅医療に関する当該公立病院の役割を示し、住民の健康づくり強化

に当たっての具体的な機能を示すなど、地域包括ケアシステム構築に向けて果た

すべき役割を、明確にすることが必要であるとされている。 

  当年度は訪問診療、訪問歯科、訪問看護、訪問リハビリ、通所リハビリテーシ
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ョン等と併せて、在宅介護、介護予防の支援体制の充実を行う等、地域包括ケア

システムの推進を図っている。智頭町病院改革プランに沿って経営の効率化を推

し進め、健全で持続可能な病院経営の下、医療を通じて地域社会に貢献できるよ

う尽力されたい。 

  これをもちまして、本日の決算審査意見の報告を終了いたします。最後に、決

算審査にご協力いただきました関係職員の皆様には、この場をお借りしてお礼申

し上げます。ありがとうございました。 

○議長（大河原昭洋）  小林代表監査委員の報告は終わりました。 

  議案第９０号から議案第１０１号までの１２議案について、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ９番、岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  大変詳しい監査資料をありがとうございます。この一般

会計のまとめのところに、２５ページですね、智頭町の経常収支が大変高くて、

経常的な収入で経常的支出が賄えていない、不健全な財政状況であるという具合

に示されています。予算の執行に当たっては、この緊急性や必要性を十分に見極

め、限られた財源の効率的な執行に努められたいという具合に指摘をしておりま

す。 

  現状としては、一般会計の収入済額を予算現額で除した執行率が８５．０％だ

ということは、やはり予算の執行が、積算がやはり甘いため執行率が８５％、１

５％が余っている。そのことによって、本来ならできるサービスができていない

状況にあるのではないかなという具合に思っております。 

  その手当としては、歳入規模に見合った歳出構造を堅持していくため、歳出に

当たっては事業の見直し、改廃の検討等により限られた財源の効率的・効果的な

財政支出を図ることが重要であるという具合に言っておられます。当然、議会の

ほうにしても、途中のチェックですね、そういうものをしっかりやってほしいと

いう具合に言われておるんですが、現状の予算の精度が低いということに対して

の監査として、改善の方向性みたいなものがあれば教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（大河原昭洋）  小林代表監査委員。 

○代表監査委員（小林 新）  岸本議員、もう一度ちょっとすみません。 

○議長（大河原昭洋）  ９番、岸本議員。 
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○９番（岸本眞一郎）  質問の趣旨ですね。決算のまとめの中で、現状が一般会

計の収入済額を、予算規模で除した執行率が８５％だという具合になっています。

やはりそれは、現状の智頭町の財政状況が非常に厳しい中で、本来ならもっと有

効的に予算を設計する必要があるのではないか、という具合に私は思っています。

そのためには、限られた財源の効率的な執行に努められたいと、監査も述べてい

ますので、やはり精度の高い予算を構築するための手だてというものが、必要な

のではないかなという具合に思うんですが、そこのところを監査としては、どの

ようなお考えを持っているかをお聞かせ願いたいということです。 

○議長（大河原昭洋）  小林代表監査委員。 

○代表監査委員（小林 新）  要するに執行率を考える場合は、予算に対しての

執行率と調定額に対する収入率というのを見ていただきたいんです。実際、執行

部のほうは一応予算ではありますけども、実際収入できるものを調定額として上

げてくるということになりますから、予算の執行率が８５％でも、調定額に対す

る収入率は九十何％というような話になってくるので、そこら辺のことを理解し

ていただいて、どちらかといいますと調定額に対してどうだというところを見て

いただければと。 

  調定額を、調定をしているにもかかわらず、収入が八十何％というのは問題が

あると思います。これはちょっと１つのシステムといいますか、予算額と調定額

という、こういった公共団体の収入のやり方がありますので、そこら辺は理解し

ていただければというように思います。調定額に対しての収入率はどうだという

ところをちょっと見ていただくと。 

  収入というのが、非常に地方交付税とか町税とか、地方交付税は若干公債費な

んか増加したことに伴って、地方交付税のそれの補填という意味で、若干上がっ

てきていると。実質的には、地方交付税は減少にはなっているんですけども、町

の公債費の返済が増えたということにおいて、地方交付税も若干上がってきてお

るということですから、収入はいずれにしても長期的には減少傾向にあると。そ

れに対して、いろんな対策を取る必要がある。 

  ここで言っておるのは、収入未済額を削減するということも１つの手でありま

しょうし、それと、いろんな意味で例えば、よく他の地方公共団体もふるさと納

税がいいかどうかは別としまして、いろんな収入の財源の模索といいますか、町

税以外いろんな手数料とかそれ以外の、町としてできる限りの収入財源を模索し
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ていくと、そういうことが必要じゃないかという具合に思います。 

  議員の質問に対してよろしいでしょうか。 

○議長（大河原昭洋） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  議案第９０号から議案第１０１号までの１２議案については、委員会条例第５

条の規定により、この際、議長を除く議員１１名で構成する決算特別委員会を設

置し、会議規則第３９条第１項の規定により、これに付託して審査したいと思い

ます。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  異議なしと認めます。 

  よって、本案は決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定

しました。 

  暫時休憩します。 

休 憩 午前１１時５６分 

再 開 午前１１時５７分 

○議長（大河原昭洋）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほど設置しました決算特別委員会の互選の結果、正・副委員長が決まりました

のでご報告します。委員長に中野ゆかり議員、副委員長に河村仁志議員、以上の

とおりです。 

  暫時休憩します。 

  再開を議場の時計で１時ということにさせていただきます。 

休 憩 午前１１時５７分 

再 開 午後 １時００分 

○議長（大河原昭洋）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第１６、議案第１０２号から日程第３４、議案第１２０号までの１９議案

並びに日程第３５、報告第４号から日程第３６、報告第５号までの２報告の補足

説明及び質疑を行います。 

  質疑は会議規則第５５条の規定により、一問一答で行います。 
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  なお、発言時間について、会議規則第５６条の規定により、議長において制限

を設けることがあります。ご承知ください。 

  また、報告案件については質疑の終了をもって報告は終了となりますのでご了

解ください。 

  日程第１６、議案第１０２号 令和２年度智頭町一般会計補正予算（第４号）

の補足説明を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  そういたしましたら、補正予算書１ページをご覧くだ

さい。 

  議案第１０２号 令和２年度智頭町一般会計補正予算（第４号）でございます。 

  歳入歳出の総額に、２億７，７０５万５，０００円を増額し、それぞれ７３億

２，１９５万２，０００円とするものでございます。 

  まず、歳出についてですが、別に配付しております令和２年度９月補正予算概

要と、この補正予算書により説明させていただきますので、併せてご覧いただき

たいと思います。 

  なお、町長の提案理由と重複した説明となる場合がありますが、ご了承くださ

い。 

  それでは、補正予算書１２ページの総務費から説明をさせていただきます。概

要は１ページとなります。 

  一般管理費につきましては、扶養手当の増額に伴う職員人件費の調整であり、

財産管理費の財産管理費では、公用車車検に係る経費及び修繕原材料の増額のほ

か、建物共済保険料の算定基準変更に伴う保険料の増額を、公共施設管理事業で

は、旧小学校施設などの建物共済保険料の増額を、それぞれ措置しております。 

  まちづくり推進費のまちづくり事務費では、職員通勤手当の増額のほか、地域

通貨「まちのコイン」の活用による、地域内外との関係性の構築や循環型の経済

を創出するための、新たな仕組みづくりを検討する経費を、移住定住促進事業で

は、定住促進賃貸住宅退去に伴う修繕料などのほか、建物共済保険料の増額を、

地域情報化推進事業では、次世代ＩＰ告知端末更新時の導入に向けたアプリケー

ション開発委託料のほか、県道改良工事に伴う光ケーブル移転補償費の増額を、

それぞれ措置しております。 

  １３ページ、地域活性化推進費の疎開保険事業では、５月に「心の疎開プロジ
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ェクト」を先行実施したことに伴う疎開保険事業委託料の増額を、地域支援推進

事業では、ＬＰガス代、電気代など、１１月に完成予定の富沢コミュニティーセ

ンターの管理運営に要する経費を、それぞれ措置しております。 

  交通政策費のコミュニティバス運行事業では、令和３年度以降の町民すぎっ子

バス委託事業者選定に係る選定委員会委員の費用弁償のほか、新型コロナウイル

スの影響を受けている広域バス路線南部幹線の維持を図るため、路線バス運行継

続を支援する経費を措置しております。 

  諸費の諸税等還付金では、過年度分の事業費精算に伴う、国県支出金返還金の

増額を、減債基金費では、債券運用利子分の基金積立金の増額を、それぞれ措置

しております。 

  税務総務費では、軽自動車税環境性能割徴収取扱手数料のほか、町県民税ほか

４税について、コンビニ収納導入に向けたシステム改修委託料を、１４ページの

戸籍住民基本台帳費では、職員時間外勤務手当の増額を、それぞれ措置しており

ます。 

  次は、民生費であります。同じく１４ページの社会福祉総務費では、委員欠員

に伴う民生児童委員推薦委員会委員報償費のほか、小中学生に身近な人へおせっ

かいに取り組んでもらう運動を展開する経費を、国民年金費では、通勤手当の減

額など職員人件費の調整を、それぞれ措置しております。 

  障害福祉費の障害者福祉費では、障がい児者支援事業補助金、更生医療費、障

がい者給付費の実績見込みに伴う増額を、地域生活支援事業では、自動車改造費

給付の増額を、老人福祉費では、建物共済保険料の増に伴う介護保険サービス事

業特別会計操出金の増額を、また、ここから概要は２ページとなりますが、新型

コロナウイルス感染症対応のための体制拡充に向けた、会計年度任用職員の雇用

に伴う介護保険特別会計繰出金の増額を、老人福祉センター管理事業では、建物

共済保険料の増額を、それぞれ措置しております。 

  同和対策費の同和対策事業では、本折農機具保管施設ほかの建物共済保険料の

増額を、１５ページの社会福祉施設費、老人憩いの家管理運営事業では、建物共

済保険料の増額のほか、冷蔵庫更新に伴う施設備品購入費の増額を、それぞれ措

置しております 

  子育て支援推進費の子育て支援センター及び放課後児童クラブでは、建物共済

保険料の増額を、保育園費のちづ保育園事務費では、建物共済保険料の減額を、
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児童館費では、建物共済保険料の増額のほか、久志谷児童館費で、掃除機更新に

伴う備品購入費の増額を、それぞれ措置しております。 

  生活保護総務費の子どもの貧困対策推進事業では、県補助金の増に伴う財源の

組替えを行っております。 

  次に、衛生費であります。保健衛生総務費では、間仕切りアクリル板など検診

事業実施時の感染予防対策用品購入費を、１５ページから１６ページにかけての

予防費の各種予防事業では、本年１０月からロタウイルス予防接種が定期予防接

種になることに伴い、予防接種委託料などの増額を、１６ページの環境衛生費で

は、火葬場管理事業で火葬場解体工事に伴う残骨処理及びし尿くみ取り手数料を、

それから、保健センター管理費では、電話代の増額、建物共済保険料の増額、施

設備品購入費の減額を、また、１階テラスの支柱修繕に要する経費のほか、ひだ

まりホール等電灯のＬＥＤリース料を、上水道事業費では、水道使用料コンビニ

収納導入に係るシステム改修に伴う上水道事業会計操出金の増額を、病院施設費

では、発熱者用簡易診察室の設置、外来感染症対策機器及び呼吸器など、医療用

機器の整備などに伴う病院事業会計繰出金の増額を、それぞれ措置しております。 

  １７ページからは農林水産業費であります。農業総務費では、時間外勤務手当

の増額など職員人件費の調整を、農業振興費の農業振興費では、農業団地センタ

ーの建物共済保険料の増額のほか、農業団地センターを鳥取いなば農業協同組合

に無償譲渡することに伴う施設修繕事業負担金を、ホンモノの農産物づくり推進

事業では、芦津貯木場跡地を原木シイタケ栽培用地として国から購入する経費を、

それぞれ措置しております。 

  ここから概要は３ページとなります。地籍調査費では、職員時間外勤務手当の

増額、ＧＰＳ機器修繕料のほか、国土調査推進協議会負担金などの減額を、農業

集落排水費では、施設使用料コンビニ収納導入に係るシステム改修及び平成３０

年西日本豪雨災害復旧工事などの増に伴う、農業集落排水事業特別会計繰出金の

増額を、それぞれ措置しております。 

  １８ページの林業総務費では、職員時間外勤務手当の増額を、林業振興費の森

づくり作業道整備事業では、森づくり作業道整備事業補助金の増額を、智頭材出

荷促進事業では、素材生産者、原木市場、製材事業者を支援する智頭材出荷緊急

対策事業補助金のほか、同補助金の事務代行手数料を、森林セラピー事業では、

施設修繕料、倒木撤去手数料、建物共済保険料の増額を、地域通貨による地域経
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済活性化推進事業では、地域経済の活性化のため地域通貨杉小判５枚を全町民に

追加して配布する経費を、林道費の林道維持管理事業では、林道施設災害復旧事

業に伴う林道修繕工事費の増額を、それぞれ措置しております。 

  次に、商工費であります。１８ページから１９ページにかけての商工振興費で

は、新型コロナウイルス感染症の影響で売上げが減少している事業所に、減少幅

などに応じて交付する、コロナに負けるな中小企業支援交付金のほか、町内の複

数の飲食店が連携して行う事業などについて助成する、智頭町飲食店連携応援補

助金を、また、智頭町新型コロナウイルス感染症等対応利子補給補助金の増額の

ほか、令和３年度以降の給付に備えるため、智頭町新型コロナウイルス感染症等

対応利子補給補助金基金積立金を、１９ページの観光費、観光事業では、コロナ

後を見据えた観光促進事業を智頭町観光協会に委託する、コロナに打ち克て観光

促進事業委託料を、それぞれ措置しております。 

  次に、土木費であります。道路維持費の道路維持事業では、新図書館入り口周

辺の歩道修繕に要する経費、どうだんつつじ公園トイレ建物共済保険料の増額の

ほか、道路台帳の錯誤調整及び道路台帳管理システムの機能追加に要する経費を、

除雪事業では、除雪倉庫建物共済保険料の増額を、下水道事業費では、下水道使

用料のコンビニ収納導入に係るシステム改修などに伴う、公共下水道事業特別会

計繰出金の増額を、住宅管理費の町営住宅管理事業では、建物共済保険料の増額

を、また、これに伴い公共施設整備基金積立金の減額を、それぞれ措置しており

ます。 

  ２０ページの消防費の消防施設費では、消防団拠点施設などの建物共済保険料

増額のほか、山郷地区消防団拠点施設の外壁修繕に要する経費を、防災費では、

マスクほかの感染予防対策備蓄品及び間仕切りカーテンなど、避難所感染防止用

品購入費のほか、避難所用毛布リパック手数料及びリパックに伴う送料を、また、

水防倉庫などの建物共済保険料の増額を、また、移動系防災行政無線設備光回線

接続工事費について手数料への組替えを、それぞれ措置しております。 

  次に、教育費であります。小学校費の智頭小学校管理事業及び概要は４ページ

となりますが、中学校費の中学校教育振興事業では、いずれも、建物共済保険料

の増額のほか、サーモグラフィーカメラなど感染防止対策用備品の購入費を、そ

れぞれ措置しております。 

  ２１ページの中央公民館費では、総合センター建物共済保険料の増額を、地区
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公民館費では、山形第一地区公民館の外階段修繕に伴う修繕料の増額のほか、建

物共済保険料の増額を、社会教育施設費では、久志谷地区集会所の消火器更新に

要する経費のほか、建物共済保険料の増額を、文化財整備活用費の歴史の道整備

活用推進事業では、福原便益施設建物共済保険料の増額のほか、工法変更等に伴

う歴史の道整備工事費の増額を、石谷邸保存活用整備事業では、消火器更新に要

する経費のほか、建物共済保険料の増額を、また、喫茶室の製氷機更新経費を、

それぞれ措置しております。 

  学校給食費では、下落している漁価の下支えと、県産水産物の消費促進を図る

とともに漁食普及につなげるため、県産水産物を食材として学校給食に提供する

経費のほか、建物共済保険料の増額、ほのぼの内電灯のＬＥＤ取替えに伴うリー

ス料、工事請負費の減額及び小学校用の牛乳保管用冷蔵庫購入費を、また、給食

費を４月に遡って完全に無償化とする経費を、それぞれ措置しております。 

  以上、合計２億７，７０５万５，０００円の増額補正となっております。 

  歳入につきましては、２ページをご覧いただきたいと思いますが、そこに記載

のとおり、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金ほかの国庫補助金、

県補助金などの国県支出金のほか、財産収入、繰越金、雑入及び町債をもって措

置をしております。 

  以上であります。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  この議案に対する質疑は、歳入と歳出並びに地方債補正の２区分に分けて行い

ます。 

  これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  異議なしと認めます。 

  なお、質疑に当たりましては、必ずページ数を示してください。 

  これから質疑を行います。まず、歳入の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  １０ページの諸収入、雑入ですが、一番下です。違約

金及び延納利息、これについて内容をお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 
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○企画課長（酒本和昌）  これにつきましては、定住促進住宅の退去に伴う違約

金等が発生しますので、それを計上しております。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出から地方債の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  １２ページ、まちづくり推進費、次世代ＩＰ告知端末

アプリ開発委託料、これ８，０００万円ついていますが、内容をお聞かせくださ

い。主だった詳細をお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  次世代ＩＰ告知端末ですが、クラウド型を想定してお

ります。ですので、かなり汎用性が高いということもありまして、主にアプリケ

ーションの開発を考えているところでございます。具体的に言いますと、例えば

認知症予防のためのクイズ形式のアプリなども考えておりますし、町内飲食店、

スーパーなどの特典チラシ等も告知端末によって周知することができれば、消費

喚起につながるのではないかというようなことも考えております。 

  あとは、図書館システムの連動ですとか、ホームページとの連動、あとは町内

の智頭町における様々なデータを、告知端末やホームページに掲載することで、

連動することで、住民の皆様がいろんな施策の展開とか、百人委員会とかでも活

用できるのではないかというようなことを考えておりますので、そういったアプ

リケーションの開発を考えているところでございます。 

○議長（大河原昭洋）  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  あくまでアプリ開発であって、告知端末の各家にお配

りしている機器の更新は、全然予算には入っていないということですか。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  次世代ＩＰ告知端末の更新につきましては、来年度が

本格的になると思いますので、そこに関連する部分は来年度予算というふうに考

えています。 

  今回は、それに伴うクラウド型を考えておりますので、こういった２次補正の
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予算もありますので、先行してアプリケーションを開発し、スムーズに掲載でき

るようなことを考えているところでございます。 

○議長（大河原昭洋）  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  こういうアプリ開発は、どういったところに委託する

のでしょうか。委託会社があまり何社もないように感じますが、どのような委託

先なのかお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  基本的には、大手通信業者の子会社になると思います。

そういったところと関連企業、アプリケーションを開発しているシステム開発事

業者がありますので、そういったところを考えております。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  同じく関連して、先ほど説明がありました次世代ＩＰ告知

端末アプリ開発委託料８，０００万円ですが、これはもう随契でされるんですか、

公募入札方式ですか。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  随契を考えております。 

○議長（大河原昭洋）  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  よく入札を公募されずに随契にされるんですけど、８，０

００万円の金額っていうのは、本当に少ないとは思いますが業者が、これが本来

の随契でいいのかなというのが、非常に他の件でも疑問に思うんですけどいかが

でしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  これにつきましては、来年度ＩＰ告知端末のことにも

関連してきますけども、既に先行して導入しているような事業が、自治体もござ

いまして、そことの連携を図り、そういった協議会が既にあるということもあり

まして、そこにも加入するということを考えております。ですので、関連したも

のとして随意契約を考えているところでございます。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

  ６番、大藤克紀議員。 

○６番（大藤克紀）  同じく１２ページの補償補填及び賠償金のところの、物件
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移転等の補償費というので３００万円上がっていますけど、これの内容をお聞か

せください。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  これに伴いましては、光ケーブルの移設に伴うもので

すけども、国道３７３号線の堆雪帯の工事とかで、かなりの共架はさせていただ

いている電柱が移動することになりますので、それに伴う物件移転補償費となっ

ております。 

○議長（大河原昭洋）  ８番、谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  同じく１２ページ、まちづくり推進費のまちのコインシス

テム導入ということで、この概念の内容を教えてください。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  まちのコインにつきましてですけども、これは皆さん

に分かりやすく言いますと、地域通貨になります。その地域通貨が、どのように

運用していくかというところになりますけども、今回のこのまちのコインという

のは、既に鎌倉ですとか小田原で実証実験をされている、まちのコインというシ

ステムがございますので、そういったシステムを使って地域通貨というものを構

築していこうというふうに考えております。 

  この特別なものというか、特徴としては、このまちのコインはある意味人と人

とをつなげるというふうに説明させていただいているんですけども、例えばの具

体的な使い方の例といたしまして、どこかの集落が総事をする際になかなか人手

がいなくてできない、といったような状況が発生されると思います。その際に、

どこかほかの集落から手伝いにきてほしいな、といったようなことが発生すると

思いますけども、なかなかただで、ボランティアできてくださいというのはなか

なか難しいというふうに思います。そういった際にこういったまちのコインのポ

イントを活用することによって、手伝いに来た人にまちのコイン等を付与するだ

とか、そういったようなことが考えられますので。 

  これは、あくまで今回実証実験です。国のほうの補助制度を使いまして、この

まちのコインというシステムが智頭町にそぐうか、そぐわないかというようなこ

とを実証実験で行っていきたいというふうに考えております。私が今、説明申し

上げたのは例えばの例ですので、これからそのまちのコインの開発会社とブレイ

ンストーミングしながら、どういったものが智頭町にマッチしているのかという
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ことを考えていきたいというふうに思っています。 

○議長（大河原昭洋）  ８番、谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  コインといいましても、ポイントというふうに理解すれば

いいのかあれなんですけども、それを購入するときの購入時にそれに対しての何

らかのメリットが、いわゆる１，０００円は１，０００円相当なのか、あるいは

１，２５０円というような形の中でのものが１，０００円で買えるとかいうよう

な、プレミア的な感じがあるのか、それとも物のやり取りの形ではなしに数字で

動かすのかという、その辺りは。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  地域通貨として活用する単位には、１ポイント１円だ

というふうに認識しております。それ以外にどういう活用の仕方があるかという

のは、先ほども申しましたとおり、智頭町にマッチしたような使い方というのを

これから検討していきたい。何度も申しますけども、あくまで実証実験をするた

めの制度設計ですので、そういったことを踏まえながら考えていきたいというふ

うに思っております。 

○議長（大河原昭洋）  ８番、谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  それはそれとしまして、そのメリットですね。その通貨を

使うメリット、もといコインを使うメリットと、現金をやり取りするのと比較に

なるメリットがどれぐらいあるのか。その部分がなければ、現金のやり取りのほ

うがいいかなという場合もあるかと思います。やはり、まちのコインを使うとい

うことに対するメリットがはっきり分からんことには、なかなか普及はしないと

思うんですが、その辺いかがですか。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  メリットと言われて、具体的にお答えすることはちょ

っと私できないんですけども、世の中の地域通貨という制度が多々ある中で、今、

生き残っている地域通貨というのは、やはり運営母体としてしっかりしているか

というところになってくると思います。 

  例えば、その構成が自治体と例えば金融機関がやると。今、成功している地域

通貨においては、金融機関が主体的に動かしているというところが成功事例とし

て挙げられていますけども、こういった中山間地域において、その地域通貨の実

用性等を踏まえて、いかに効果的なのかということを今回実証実験をしたいとい
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うふうに思っていますので、今、議員のおっしゃるメリットというのは、これか

らそのメリットを見いだすためにやっていくということで、私は認識しておりま

す。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  先ほどお尋ねしたところの部分の委託料ですけども、８，

０００万円に対する委託料と、その下のまちのコインシステム導入検討支援委託

料、支障なければ所管の委員会でもいいんですが、算出方法というか試算方法の

この委託料、どういった理由でこの金額の委託料になるのかというものが指し示

せるようでしたら、所管の委員会でよろしいので説明いただけませんか。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  算出資料を提出させていただきます。 

○議長（大河原昭洋）  ほか、ありませんか。 

  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  本冊１４ページ、民生費、障害福祉費、説明の提案理由の

ほうには重度障がい児者支援事業補助金、障がい児者在宅生活支援事業補償金の

ほうがすごく大きく読み取れたんですが、実際のところは障害者給付金の部分の

実績見込みに伴う増額というふうにありますが、８３２万８，０００円というこ

とは実績見込みでいくと、あと残り半期、給付費に充てると何人ぐらいの障がい

者の方が増えるんですか、お答えください。 

○議長（大河原昭洋）  執行部答弁は。 

  小谷福祉課長。 

○福祉課長（小谷いず美）  議長すみません、再度ちょっと質問のほうをもう一

度お願いできますでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  障害者給付費の８３２万８，０００円が実績見込みに伴う

増額とありますので、この場で分からなければ所管の委員会でいいので、詳細な

資料を提出していただけませんか。 

○議長（大河原昭洋）  小谷福祉課長。 

○福祉課長（小谷いず美）  委員会のほうで詳細な資料のほうを提出させていた

だきます。 
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○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

  ９番、岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  １７ページ、農業振興費の公有財産購入です。これは原

木シイタケの施設のということなんですが、今、物を持つより所有というよりも、

やはり利用だという具合に言われている時代で、これは賃貸という選択肢はなか

ったのかどうか。そこら辺、どういう経過でこの購入になったんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  今現在芦津が栽培に利用していますが、今は国か

らの賃貸という形で借りています。ただ、今後将来的に永続的に、町のキノコ産

業の拠点的な用地として、取得をするという判断に至ったところでございます。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  ９番、岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  町の一種の基幹産業的なものという期待、それはそこは

いいんですが、それをするために町が財産を取得して地域の人に利用していただ

く。多分これは、利用料ということは取らない形になるんでしょうけど、町とし

て、このシイタケがずっといい具合に発展的拡大していけばいいんですが、最後

に利用されなかったときに、町としても不要財産的なものになるおそれがある。

そうならないためにも、利用できる期間だけ賃借をしてなるべくリスクを抑える

というスタンスが、必要なのではないかなという気がするんです。 

  何か聞いたところによると、これは国有財産なので個人への払下げ的なもの、

個人も含めて集落ですね、そういうものは払下げができないんだと。自治体単位

みたいな話、ちらっと聞いたのでそれがどうかは分かりませんが、そこら辺、そ

ういう経過があって町が国から購入したという経緯、そこら辺はどうですか。 

○議長（大河原昭洋）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  議員おっしゃるとおり、自治体だからこそ随意契

約で購入ができるというルールがございます。自治体以外であれば競争入札とい

う形になります。今は原木シイタケということに着目しておりますが、キノコセ

ンターとこのまま連携していく中で、将来的には例えば薬用キノコであるとか、

そういった部分も期待が持てますので、そういった事業を展開する上での用地と

いうことでご理解いただければと思います。 

○議長（大河原昭洋）  ９番、岸本眞一郎議員。 
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○９番（岸本眞一郎）  というようですが、国としては国有財産で対象が自治体

ということであれば、購入も１つの選択肢でしょうし、その自治体が賃貸すると

いう選択肢も私はあるような気がしたんですが、そこら辺の可能性がなくて購入

になったのか、そこら辺はどういう経過でしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  購入、それから賃貸、それぞれメリット、デメリ

ットあると思うんですが、最終的には総合的に判断して、購入がいいという判断

に至ったところであります。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

  １番、谷口翔馬議員。 

○１番（谷口翔馬）  ２１ページの学校給食費の中で、提案理由の中で４月に遡

って完全無償化となっていますが、今までの分を返金されるということでしょう

か。 

○議長（大河原昭洋）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  そのように対応いたしたいと考えております。 

○議長（大河原昭洋）  ほか、ありませんか。 

  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  １７ページ、本冊の、岸本議員とかぶる質問になりますが、

所管なのでまた後から、民生の常任委員会で詳しくお聞きはしたいと思います。

国から購入された後、芦津集落のほうに無償譲渡されるとか、そういった後の運

用方法をまた後日、常任委員会で説明いただきたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  そこで、説明させていただきます。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  １９ページ、商工費の中の観光費で、コロナに打ち克

て観光促進事業委託３６０万円です。これは、コロナ後を見据えた観光促進事業

ということで、観光協会のほうに委託するということですが、このコロナ後を見

据えた観光促進事業の具体的な内容をお聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  コロナ後もそうなんですけども、今の観光対策もとい



－４２－ 

うことも含めております。具体的な内容につきましては、まずホームページ、観

光協会のホームページのリニューアルを考えております。そのリニューアル後に、

観光協会のホームページ経由で観光協会がツアー造成するツアーに参加された方

に対して、割引をするということを考えております。 

  例えば、ツアー商品が５，０００円だとした場合に、半分を助成して町内の観

光をしていただくだとか、そういったことを考えているということです。ツアー

造成の内容につきましては、今、観光協会のほうでも詰めているところでして、

ホームページを経由していただいた方に、智頭町に来ていただける方に対しての

補助制度だということでございます。 

○議長（大河原昭洋）  よろしいですか。 

  ８番、谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  １８ページです。商工振興費。智頭町飲食店連携応援補助

金なんですけれども、智頭町には、大変な指摘がありました、飲食店が少ないと

いうことなんですけれども。これは具体的には、どういうふうな形で連携という

ことなんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  この飲食店連携応援補助金につきましては、少ないと

いいながらも町内に飲食店はございますので、その飲食店同士さんが連携した独

自の事業に対して、町が支援をしていこうということを考えております。ですの

で、例えばＡという飲食店さんや、Ｂという飲食店さんが連携していろんなメニ

ュー開発ですとか、テイクアウトのやり方ですとか、そういったものを考えたと

きに、町として補助金として出すというようなことを考えているところでござい

ます。 

○議長（大河原昭洋）  ８番、谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  現在もあるのかもしれませんけど、じげのごっつおという

確か３つの商店、食品関係の方が連携してやっておられたことの、概念的には共

通するんでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  そういった事業も以前されて、民間主導でされていま

すことは承知しておりますので、そういったことも踏まえて、これからコロナが

落ち着いた後でも、そういった飲食店さん同士の連携のきっかけになるというよ
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うなことも見込んでいるところでございます。 

○議長（大河原昭洋）  ほか、ありませんか。 

  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  本冊１８ページ、商工振興費と１９ページ、観光費に絡む

コロナ関係ですけども、これに関連して、当然石谷家住宅のほうのふるさと財団

のほうとは連携して、売上げが落ち込んでいるところなんかは補填するというか、

協力し合う関係づくりというのは考えておられますか。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  今の質問の回答になっているかどうかは分かりません

が、このコロナに負けるな中小企業応援交付金がふるさと財団が対象にはなると、

ちょっとその辺は今は回答は控えますけども、利用できるようにはする必要もあ

るのかなとは思います。 

  あと、１９ページにあります利子補給に関しましては、これは町内事業所様が

セーフティネットを申請して、町内金融機関から融資を受けた際の利子ですね、

利子補給をするという制度ですので、ふるさと財団がセーフティネットを申請さ

れたということであれば対象になるというふうに思います。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  ２０ページ、教育費。小学校と中学校にサーモグラフ

ィーカメラを備品購入するということですけれども、このサーモグラフィーカメ

ラというのは機能的にいえばピンからキリまであるというか、幅広い精度のカメ

ラがそろっております。このたび購入しようとされているものは、どのようなタ

イプの機械で、どのような目的で使うのか、お聞かせください。 

○議長（大河原昭洋）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  サーモグラフィーですが、これについては主に登校し

たときに児童生徒の体温のあくまでも参考にということで、そこでもし高ければ

体温計等で測定をするという具合には考えております。 

○議長（大河原昭洋）  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  ということは、サーモグラフィーカメラのところに学

校関係者が１人いて、その体温を測る、その他もろもろチェックするということ

ですかね。というのが、カメラを置いておいて、室内でその内容を見るという機
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能があるカメラもあります。先生の負担を考えたときに、何人ぐらいのそのサー

モカメラを置いたときに、先生が何人くらい必要なのかな、先生の負担は大丈夫

かなと心配するわけです。そこの点、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  先ほど登校時にということで申し上げましたが、詳細

な使い方については、これから検討していくということとしております。例えば

登校時、ある児童であったり生徒が発熱であれば、もしかしたらコロナというよ

うなことで、また、そういうことが広がってもということもありますので、使い

方については十分配慮した上で使っていきたいというふうに考えております。 

○議長（大河原昭洋）  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  その点についてもちょっと危惧をしておりまして、サ

ーモグラフィーカメラに体温が表示される、それが自分も見える、周りも見える

というようなカメラもございます。そうしたときに先ほど課長が言われたように、

体温が高い子どもに、「あ、コロナだ、コロナだ」というようなことになった場

合、本当に学校に行きたくなくなるというようなことも懸念されます。ですから、

十分そこら辺の使い方であるとか、機種の選び方というのは配慮していただきた

いと思っております。 

  先ほど、その前に質問したように、先生の負担に関して十分配慮していただき

たいなと思っているんですが、その点、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  また、現場の先生方とも相談して、使い方については

十分協議をしてまいりたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  １１番、中野ゆかり議員。 

○１１番（中野ゆかり）  先ほど、目的としましてどういうような使い方かとい

うことに関して、登校時ということでしたけれども、学校関係者以外の方が学校

を出入りすることも多々あります。そういう外部者が入るということにも十分配

慮していただきたいので、そういうときの体温チェックということもぜひともし

ていただいて、外部者及び保護者、学校内の出入りに関しての使い方ということ

も十分検討していただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  今回、この備品以外にも非接触の体温計等も導入する
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予定としております。例えば外部からの来訪者についてはいちいちサーモグラフ

ィーで測るというよりは、非接触の体温計等で測るのが適当かと思います。この

辺りについても、また現場といろいろ協議をして、最善の方法で対応してまいり

たいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  最後に、地方債補正も含め、再度、一般会計全般にわたっての質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第１７、議案第１０３号 令和２年度智頭町公共下水道事業特別会計補正

予算（第３号）の補足説明を求めます。 

  江口税務住民課長。 

○税務住民課長（江口礼子）  議案第１０３号 令和２年度智頭町公共下水道事

業特別会計補正予算（第３号）でございます。 

  歳入歳出の予算の総額に、それぞれ５７万６，０００円を追加しまして、総額

が２億６，９６８万２，０００円とするものです。 

  歳出につきましては、３３ページをご覧ください。新しい生活様式への対応か

ら、使用料につきまして、コンビニ収納に係るシステム改修委託料、備品購入等

の追加措置をしております。 

  歳入につきましては、３２ページ、繰入金で賄っております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第１８、議案第１０４号 令和２年度智頭町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第２号）の補足説明を求めます。 

  江口税務住民課長。 
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○税務住民課長（江口礼子）  補正予算書３４ページをご覧ください。 

  議案第１０４号 令和２年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２

号）でございます。 

  歳入歳出予算の総額に、それぞれ９８５万７，０００円を追加しまして、予算

の総額をそれぞれ３億７，０５０万５，０００円とするものです。 

  歳出につきましては、４１ページをご覧ください。公共下水道事業と同じく、

コンビニ収納に関するシステム改修委託料のほか、平成３０年度豪雨災害復旧工

事について追加措置をしております。 

  歳入につきましては、４０ページ、繰入金、補償金と町債で賄っております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第１９、議案第１０５号 令和２年度智頭町介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）の補足説明を求めます。 

  小谷福祉課長。 

○福祉課長（小谷いず美）  議案第１０５号 令和２年度智頭町介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）です。 

  補正予算書４３ページをご覧ください。 

  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４，６８０万３，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０億３９５万５，０００円とするものです。 

  歳出につきましては、４９ページをご覧ください。提案理由でも説明のあった

とおり、新型コロナウイルス感染症対応のための体制拡充に向けた会計年度任用

職員の雇用に要する経費のほか、過年度分事業費清算に伴う国県支出金等還付金

の増額を措置しています。 

  財源につきましては、４８ページをご覧ください。繰入金、繰越金で調整して

おります。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 
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  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第２０、議案第１０６号 令和２年度智頭町介護保険サービス事業特別会

計補正予算（第２号）の補足説明を求めます。 

  小谷福祉課長。 

○福祉課長（小谷いず美）  議案第１０６号 令和２年度智頭町介護保険サービ

ス事業特別会計補正予算（第２号）です。 

  補正予算書５３ページをご覧ください。 

歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７万６，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ４，６６０万８，０００円とするものです。 

  歳出につきましては、５９ページをご覧ください。提案理由でも説明のあった

とおり、建物共済保険料の増額を措置しています。 

  財源につきましては、５８ページをご覧ください。一般会計繰入金にて措置し

ております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第２１、議案第１０７号 令和２年度智頭町水道事業会計補正予算（第２

号）の補足説明を求めます。 

  藤森水道課長。 

○水道課長（藤森啓次）  失礼いたします。補正予算書１ページのほうをご覧く

ださい。 

  議案第１０７号 令和２年度智頭町水道事業会計補正予算（第２号）でござい

ます。 

  収益的収入の予定額を５０万５，０００円増額し、総額を８，５９１万９，０

００円に、収益的支出の予定額を１８５万８，０００円増額し、総額を８，２５
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９万３，０００円とするものでございます。 

  それでは、３ページのほうをご覧ください。 

  収益的収入のほうから説明させていただきます。収益的収入におきましては、

コンビニ収納システム導入経費分、５０万５，０００円を一般会計より繰り入れ

る予定でございます。 

支出のほうにつきましては、営業費用の修繕費で１３４万５，０００円、委託

料と保険料を合わせまして５１万３，０００円を計上しております。修繕料につ

きましては、老朽化した上水道第１、第２水源の受電盤の改修費用並びに紫外線

照射設備のメンテナンス費用、近年の実績等から算出した予定費用に現予算額を

考慮して算出したものでございます。また、委託料ではコンビニ収納の導入経費、

火災保険料の変更分を計上しております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第２２、議案第１０８号 令和２年度智頭町病院事業会計補正予算（第２

号）の補足説明を求めます。 

  福安病院事務部長。 

○病院事務部長（福安教男）  議案第１０８号 令和２年度智頭町病院事業会計

補正予算（第２号）でございます。 

  １ページをご覧ください。 

  収益的収入及び支出において、それぞれ８０万円を増額し、補正後支出予定額

を１９億１，０９２万９，０００円に、また、資本的収入及び支出において、そ

れぞれ４，５４９万１，０００円を増額し、補正後支出予定額を３億５，９４９

万７，０００円とするものでございます。 

  ３ページをご覧ください。 

収益的支出では、新型コロナウイルス感染症対策の消耗品及び消耗備品を計上

しております。収入は他会計補助金としておりますが、県の医療環境整備等事業

を活用することとしております。 
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  続きまして、５ページをご覧ください。 

  資本的支出でございます。これは、入館者の新型コロナウイルス感染症対策の

ため、サーモグラフィーカメラを設置するための経費を措置するとともに、新型

コロナウイルス感染の疑い患者を含む発熱者等の診療を適切に実施するため、発

熱者用簡易診察室の設置、感染防止用医療機器の整備と人工呼吸器の購入に要す

る経費を措置しております。この経費につきましても、収入として他会計補助金

として、県の医療環境整備等事業を活用するとともに、一般会計からの操出金に

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当していただくこととし

ております。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ９番、岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  この提案理由にも書いている発熱者用簡易診察室の設置

としておりますが、これは具体的にどういうところに設置予定でしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  福安病院事務部長。 

○病院事務部長（福安教男）  こちらの簡易診察室ということですが、こちらは

プレハブにより病院外に、病院に隣接した場所にはなるんですが、プレハブを設

置して簡易の診察室としていきたいと考えております。 

○議長（大河原昭洋）  ９番、岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  あと、有形固定資産ということで、４，５００万円でい

ろんな機器があるんですが、またその総務の委員会でもいいですので、その機器

の一覧ですね、価格、そういうものを含めてまた資料として出してはいただけま

せんか。 

○議長（大河原昭洋）  福安病院事務部長。 

○病院事務部長（福安教男）  また、所管の委員会のほうで報告させていただき

ます。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 
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  日程第２３、議案第１０９号 智頭町立富沢コミュニティーセンターの設置及

び管理に関する条例の制定についての補足説明を求めます。 

  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  それでは、議案書１３ページ、議案説明書１ページと

なります。 

  議案第１０９号 智頭町立富沢コミュニティーセンターの設置及び管理に関す

る条例の制定についてでございます。 

  これは、智頭町立富沢コミュニティーセンターの建設に伴い、設置及び管理に

関し必要な事項を定めることを目的とし、条例を定めることについて本議会の議

決を求めるものでございます。 

  概要につきましては、施設の名称、智頭町立富沢コミュニティーセンター、施

設の所在地、鳥取県八頭郡智頭町大字新見３７１番地１、指定管理者による管理

につきましては、町長が指定するものに維持管理に関する業務などを行わせるこ

とができるものとします。 

  施行期日につきましては、規則で定める日としております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  換気のため、暫時休憩します。 

  再開は議場の時計で２時５分とさせていただきます。 

休 憩 午後 １時５７分 

再 開 午後 ２時０５分 

○議長（大河原昭洋）  再開します。 

  日程第２４、議案第１１０号 智頭町新型コロナウイルス感染症等対応利子補

給補助金基金条例の制定についての補足説明を求めます。 

  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  それでは、議案書１６ページをご覧ください。議案説

明書は１ページ目となります。 
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  議案第１１０号 智頭町新型コロナウイルス感染症等対応利子補給補助金基金

条例の制定についてでございます。 

  これは、新型ウイルス感染症等により深刻な影響を受ける町内事業者の経営維

持・安定を図るために交付する、智頭町新型コロナウイルス感染症対応利子補給

補助金の財源とする新たな基金の条例を制定するために、本議会の議決を求める

ものでございます。 

  概要といたしましては、智頭町新型コロナウイルス感染症等対応利子補給補助

金の令和３年度以降の財源とするために、新たな基金を設置するものでございま

す。 

  施行期日は、公布の日でございます。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第２５、議案第１１１号 智頭町定住促進賃貸住宅の設置及び管理に関す

る条例の一部改正についての補足説明を求めます。 

  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  議案書１８ページとなります。議案説明書は２ページ

です。 

  議案第１１１号 智頭町定住促進賃貸住宅の設置及び管理に関する条例の一部

改正についてです。 

  これは、新たに定住促進賃貸住宅を整備したために、この条例に追加するもの

でございます。 

  施行期日は公布の日でございます。 

  １９ページ目にございます、改正後に一番下に追加するものでございます。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第２６、議案第１１２号 智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例

の一部改正についての補足説明を求めます。 

  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  それでは、議案書２０ページをご覧ください。議案説

明資料２ページをご覧ください。 

  議案第１１２号 智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改正に

ついて。 

  富沢コミュニティーセンター建設に伴い、同センターに富沢地区公民館を移設

するため、智頭町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正すること

について、地方自治法第９６条第１項の規定により、本議会の議決を求めるもの

でございます。 

  改正する内容につきましては、２１ページをご覧ください。別表第１の富沢公

民館の位置を大字新見３７１番地１とし、別表第２で富沢地区公民館にありまし

た会議室等の使用料等を削除するものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第２７、議案第１１３号 智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条

例の一部改正についての補足説明を求めます。 

  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  それでは、議案書２２ページ、議案説明資料３ページ

をご覧ください。 

  議案第１１３号 智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正

について。 

  新図書館の開設に伴い、次のとおり智頭町立智頭図書館の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、
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本議会の議決を求めるものでございます。 

  改正する内容につきましては、２３ページをご覧ください。名称変更に伴い、

智頭町立智頭図書館を智頭町立図書館と改めます。併せまして第１条、第３条も

同様に改正をいたします。設置につきましては、名称及び位置を設置と改め、条

文も次のとおり改正をいたします。 

  名称につきましては、広報ちづ等でお知らせをしているとおり「ちえの森ちづ

図書館」、住所につきましては大字智頭２０９０番地の１。 

  以上でございます。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第２８、議案第１１４号 智頭町立地区集会所の設置及び管理等に関する

条例の一部改正についての補足説明を求めます。 

  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  そういたしましたら、議案書２４ページをご覧いただ

きたいと思います。併せて、議案説明資料３ページの下段もご覧ください。 

  議案第１１４号 智頭町立地区集会所の設置及び管理等に関する条例の一部改

正につきましては、管理の現状に鑑み、久志谷地区集会所の所管を教育委員会か

ら町長に変更するものでございます。 

  それでは、議案書の２５ページをご覧ください。第４条及び第５条において、

所管をそれぞれ教育委員会から町長に変更するため、所要の改正をしております。 

  施行期日は、公布の日からであります。 

  以上であります。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ９番、岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  今、課長のほうから現状に鑑みという言葉がありました

が、久志谷集会所の設置理念や目的については変わらないけど、管理の形態の部
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分だけ変えていく、そこの理念やそこら辺には影響は受けないということでよろ

しいですか。 

○議長（大河原昭洋）  矢部総務課長。 

○総務課長（矢部 整）  あくまで管理、現状の管理の範囲の中で既に運営審議

会、それから管理については町長部局、総務課のほうで行っておりますので、そ

の現状に合わせるということで、設置の理念については変更は考えておりません。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第２９、議案第１１５号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いての補足説明を求めます。 

  江口税務住民課長。 

○税務住民課長（江口礼子）  議案書２６ページをご覧ください。 

  議案第１１５号 智頭町固定資産評価審査委員会委員の選任についてでござい

ます。 

  選任したい者、八頭郡智頭町大字智頭１６６８番地１、大坪正人。昭和１５年

８月１７日生まれ。これは、固定資産評価審査委員会委員、現在の大坪正人氏の

任期が本年９月３０日で満期となりますので、引き続き同氏を選任したいので、

地方税法の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

  任期は、令和５年９月３０日までの３年間でございます。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第３０、議案第１１６号 智頭町教育委員会委員の任命についての補足説

明を求めます。 

  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  それでは、議案書２７ページをご覧ください。 

  議案第１１６号 智頭町教育委員会委員の任命について。 
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  令和２年９月３０日で辞職する委員に代わり、次の者を智頭町教育委員会委員

に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規

定により、本議会の同意を求めるものでございます。 

  智頭町大字奥本４４３番地、安住順一。昭和３４年４月１２日生まれ。 

  なお、任期は前任委員の残任期間の令和２年１０月１日から令和３年９月３０

日であります。 

  以上でございます。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第３１、議案第１１７号 智頭町教育委員会委員の任命についての補足説

明を求めます。 

  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  それでは、議案書２８ページをご覧ください。 

  議案第１１７号 智頭町教育委員会委員の任命について。 

  令和２年９月３０日で任期満了となる教育委員に代わり、次の者を智頭町教育

委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条

第２項の規定により、本議会の同意を求めるものでございます。 

  智頭町大字南方６６４番地、河村郁子。昭和４７年８月１２日生まれ。 

  以上でございます。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第３２、議案第１１８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更についての

補足説明を求めます。 

  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  それでは、議案書２９ページになります。議案説明書
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が４ページとなります。 

  議案第１１８号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更についてでございます。 

  智頭町過疎地域自立促進計画の一部を変更することについて、過疎地域自立促

進特別措置法第６条の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。 

  ３０ページをご覧いただきまして、変更後の一番下のほうになります、地域通

貨導入検討事業を追加するものでございます。 

  施行期日は公布の日でございます。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ９番、岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  補正でもこれ出ていたんですが、これは社会実験という

ことで、基本的には今年度内の事業ということだと思うんですが、あと、これに

過疎計に載せるということは、検討導入事業が来年度以降も続く可能性があると

いうような捉え方でよろしいんでしょうか。そこら辺どうですか。 

○議長（大河原昭洋）  酒本企画課長。 

○企画課長（酒本和昌）  このたびの事業の財源が、過疎地域等自立活性化推進

交付金を活用しております。この事業を実行するに当たりまして、条件が過疎計

画に掲載することとなっておりますので、このたび追加することとしております。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第３３、議案第１１９号 鳥取県東部広域行政管理組合規約の変更につい

ての補足説明を求めます。 

  江口税務住民課長。 

○税務住民課長（江口礼子）  議案書３１ページをご覧ください。説明資料は４

ページとなります。 

  議案第１１９号 鳥取県東部広域行政管理組合規約の変更についてでございま

すけども、可燃物の新処理施設は令和４年８月から供用開始予定としておりまし

て、今後、管理運営に関する事務が必要となることから、議案書の３２ページの
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ほうになりますけども、別表第２の共同処理する事務のうち、「可燃物処理施設

の建設に関する事務」から、「可燃物処理施設を設置し、その管理運営に関する

事務」に変更するよう地方自治法第２８６条第１項の規定により、規約の一部変

更について同法第２９０条の規定により議決を求めるものです。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第３４、議案第１２０号 町道の路線変更についての補足説明を求めます。 

  迎山地域整備課長。 

○地域整備課長（迎山恵一）  それでは、議案書３３ページをご覧ください。 

  議案第１２０号 町道の路線変更についてでございます。 

  これは、主要地方道津山智頭八東線のバイパス整備に伴い、坂原地内の一部区

間の管理が県から町に移管されたため、同区間を町道金刀比羅線に編入すること

について、道路法第１０条第３項の規定により、本議会の議決を求めるものであ

ります。 

  詳細につきましては、別で配付のＡ３一枚ものの図面をご覧ください。このた

び、県から移管される赤く着色された延長１２６メートルが編入区間になります。

この区間と、図面の右上から下に向かって肌色に着色された変更前の金刀比羅線

を接続するため、青色で着色の新たに整備された県道の一部区間を、町道との重

用区間とした路線になります。これによりまして、同路線の起点が智頭町大字坂

原字前田１３７の１から、智頭町大字坂原字中河原３８４の５に変更となります。

なお、終点につきましては変更ございません。 

  以上で、議案第１２０号の説明を終わります。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 
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  日程第３５、報告第４号 法人の経営状況についての補足説明を求めます。 

  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  それでは、議案書３４ページをお願いします。 

  報告第４号 法人の経営状況についてであります。 

  令和元年度株式会社サングリーン智頭の決算報告書３６ページをご覧ください。 

  前年度平成３０年度は、７名いた現場作業員の社員が２名退社して５名となり、

本年度は入社と退社がそれぞれ２名ずつで、前年度末と同様に５名のままとなっ

ております。 

  続いて、３８ページをお願いします。令和元年度の決算状況であります。 

  １つ目は、町有林の森林施業に伴う造林事業収入です。３か所で２２ヘクター

ルの間伐と１，４８０メートルの作業道開設を行っています。２つ目は、町有林

における造林事業の林産品売上げです。合計で１，１１８立米の材を、地元の原

木市場に出荷しています。以下、森林組合兼個人などからの林産事業収入、原木

シイタケ等の売上げの林産品売上げ、補助事業を中心としたその他の事業であり

ます。総合計で４，１４４万７，１４５円です。平成２７年度からの５年間で、

８ヘクタールの間伐を実施しており、森林経営計画の達成率は９６％となってお

ります。 

  続いて３９ページの貸借対照表でございます。 

  資産の部の流動資産と固定資産を含めた資産合計は、３，１８４万９，１６１

円です。負債の部の流動負債と固定負債を含めた負債合計は、１，７７０万５，

０４４円、資本の部の資本金２，０００万円に積立金、前期繰越利益剰余金、当

期欠損金を加えた資本合計は、１，４１４万４，１１７円、負債及び資本の合計

は３，１８４万９，１６１円です。 

  続いて、４０ページの損益計算書であります。 

  元年度決算の欄をご覧ください。収益から費用を差し引いた営業総利益１，６

４４万２，３０７円、一般管理費合計２，３７４万１，６７９円、営業損益マイ

ナス７２９万９，３７２円です。年度中途の退職に伴いまして、退職金３３０万

円が発生しています。営業外損益を差し引いた経常損益マイナス３９２万２９５

円、特別損益を差し引いた税引前当期損益マイナス３９０万１，７７８円、法人

税、住民税を差し引いた税引後当期損益はマイナス４０８万４，２７８円となり

ます。これに、前期繰越損益を加えた当期未処分利益剰余金は、マイナス９８５
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万５，８８３円となります。 

  なお、人件費につきましては事業への振替を行っていることから、その総額は

決算数字としては表れておりませんが、人件費の総額は約２，６００万円、前年

度と比べて約１００万円余りの減となっております。 

  ４１ページが、先ほどご説明した損益計算書の明細ですのでご確認ください。

続きまして、４２ページ、剰余金の処分についてであります。 

  当期欠損金と前期繰越欠損金の合計のマイナス９８５万５，８８３円を、次期

繰越欠損金として処分するものです。平成３０年度においては、７月豪雨に伴う

未曽有の災害のため、作業の段取りが大幅に狂うなど非常に厳しい結果となり、

令和元年度については、退職した熟練者の後任の補充ができないなど、非常に厳

しい状況が続いているということで、２期連続の赤字決算となりました。 

  今期の赤字決算の要因についてご説明させていただきます。冒頭、平成３０年

度に作業員が２名退社したことを申し上げました。令和元年７月に退社した１名

は、作業班の班長だった熟練者でありまして、その影響が最も大きいというふう

に聞いております。１２月に１名入社したんですが翌月には退社し、２月に採用

した１名は、極めて実直に勤務していると聞いております。 

  もともとは２班体制だったのですが、現在は１班プラスアルファの体制で森林

整備を進めているところであります。現在、社員２名の募集を行っておりまして、

即戦力となる経験者を募集しているというふうに聞いております。ハローワーク

に求人を出したり、様々なチャンネルに声かけするなど、人材確保に向けて鋭意

努力されておりますが、なかなか思うように人材が確保できないというのが実情

でございます。引き続き人材確保に向けて、いろんな可能性を探ってみたいとい

うふうに思っております。 

  以上が赤字決算の要因でございます。引き続き、町有林の整備をはじめとする

各種の事業につきまして、サングリーン智頭と連携しながら取り組み、経営改善

を促していきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  質疑はありませんか。 

  ９番、岸本眞一郎議員。 

○９番（岸本眞一郎）  決算を見ると、２期連続でトータル９８５万円の欠損金
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だということで、欠損金が出た要因は今、説明が合ったような部分で、ある程度

は理解できるんですが、今後の体制としてこういう欠損金も含めて、経営の体質

が改善できるのかということがポイントになると思うんです。 

  ちょっといろんな経験者が、聞くところによると職員２名と作業員、社員です

ね、が５名だと。その固定経費の職員の２名というのが負担ではないかというよ

うな意見もあるので、そこら辺の内部改革的なものですね、当然森林等から下請

しっかり仕事量、作業量を確保する。社員の５名がフルに活用して、収益を上げ

ていくというような体制が必要だと思うんですが、なかなかそこら辺のいい具合

に回転ができていないような気がするんですが、監督する立場としてはどのよう

にお考えでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  先ほど申しましたとおり、まずは即戦力となる人

材を、いかにして確保するかということに尽きるのではないかと思っております。

昨年来、その前ぐらいからでしょうか、お隣の宍粟の林業大学校にも声かけした

り、実習にも来たようですが、なかなかじゃあ社員としてということにならない

といったようなところがございます。いずれにしましても、一日も早く作業員を

確保するということは、当面の一番の課題であるというふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  ８番、谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  先ほどから、どうもちょっと違和感を感じながらずっと聞

いております。そもそもサングリーンというのは、設立当初の理念としましては、

私はそこで即戦力の作業員ということ自体にすごく違和感があるわけです。サン

グリーンは、確か人材を育成するという形の中で設立された３セクであるという

ふうに認識しておるわけですけれども、その辺りに対して経営という部分の数字

に対しての部分と、それから、人材育成という中での考え方というものにちょっ

と基本に立ち返って、そもそも設立の時点から今日に至るまでの経緯の中で、こ

れから先いわゆる継続していく事業所なのか、あるいはそれをするためには何を

もってして経営を安定させ、かつ、設立の理念を貫いていくのか。その辺の基本

姿勢というのは、どういうふうになっておるんですか。 

○議長（大河原昭洋）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  議員がおっしゃるように、もともとのサングリー
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ンの趣旨というのは私も承知しております。あくまでその人材育成、サングリー

ンで技術を磨いて卒業して独り立ちする、そういった担い手を育てる場であると

いうことは私も重々承知しております。ただ、２期続けての赤字が積み重なって

いるような状況の中で、なかなかそうも言っておれないなというような状況があ

ることは、ご理解いただければと思います。 

  昨年１２月に入った社員も全くの素人の社員が入って、一生懸命毎日毎日頑張

っているようであります。そういった若い担い手が育つ場であるということも一

方で踏まえつつ、一方でその経営ということとどう折り合いをつけるのかという、

バランスをどうやって取っていくかというのが当面の課題であるというふうに思

っております。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  ８番、谷口雅人議員。 

○８番（谷口雅人）  そこで考えられるのは、やはり人材を育成する機関として

必要であるという観点に立ちますと、経営の面から考えていきますと、やはり新

たな手法の注入ということも考えなければならんのかなとは思う部分もあるんで

すけれども、そういうことができない形の中でずっと続けていくということにな

れば、設立の理念からも遠ざかり、経営の現状から非常に圧迫がくるという、二

重の部分を持つわけですが、そこら辺のところに抜本的に資本注入することによ

って、設立の理念をしっかりと守るんだと、人材育成というものに対してこの町

の姿勢を含めてというのか、あるいは、そこから離れて森林組合の子会社的な形

に甘んじるのか、そこら辺のところは基本的に持たないと、これをずるずると引

きずる形の中で行けば、１も取らず、２も取らずというふうになりかねないと思

いますがいかがでしょうか。 

○議長（大河原昭洋）  山本山村再生課長。 

○山村再生課長（山本 進）  今後サングリーンをどうするかということは、大

きな課題だと思っています。社長とも話をするんですが、ただ、現実的な赤字を

どう減らしていくかといった視点も踏まえながら、どうやって経営を改善しなが

ら、この次につなげていくのかといったことにつきまして、社長とよく今後、話

をしていきたいというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 



－６２－ 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  日程第３６、報告第５号 法人の経営状況についての補足説明を求めます。 

  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  議案書４４ページをご覧ください。 

  報告第５号 法人の経営状況について報告をします。 

  ４６ページから５３ページまでが、令和元年度に開催しました事業報告でござ

います。 

  令和元年度は記載しているとおり、数々の企画や展示、ＰＲ等を行ってきまし

たが、近年の団体客減少が続いているのに加え、今年に入ってからは新型コロナ

ウイルス感染症の影響などにより、入館者数が１万９，５６４人となり、平成１

３年に開館して以来、初めて２万人を割り込んでおります。 

  続きまして５４ページから６５ページまでが、令和元年度の決算の内容でござ

います。５４ページと５５ページをＡ３判に拡大したものを別途お配りをしてお

りますので、５４ページの損益計算書で令和元年度の決算に関する報告をさせて

いただきます。なお、備考欄に主な内容を記載しております。 

  まず、ローマ数字Ⅰの一般正味財産増減の部、（１）経常収益でございますが、

４段目の基本財産受取利息８，９８２円であります。次に、事業収益の智頭町受

託収益１，０６８万円、これが指定管理料でございます。次に、入館料収益８３

７万５，２５５円、入館者１万９，５６４人分の入館料と志保やの会の年会費で

あります。 

  続きまして、イベント収入といたしまして７５万２，７４０円、これは庭園公

開などの収入であります。喫茶・物販収入が３９６万７，３６５円でございます。

そのほか県補助金、雑収益などであります。経常収益の合計は２，４３８万６，

６３４円となります。 

  続きまして（２）の経常費用でございますが、主なものとしましては、人件費

に係る給料手当から臨時雇賃金、厚生福利費までが人件費でございます。また、

維持管理に用います光熱費、燃料代及び租税公課、食糧費、広告費などについて

支出の内訳を記しております。経常費用の合計といたしまして、２，５２２万１

８７円となります。 

  続きまして２の経常外増減の部をご覧いただきたいと思います。当期一般正味
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財産増減額はマイナス８３万３，５５３円で、一般正味財産期末残高は２１０万

３，８８０円となっております。 

  ローマ数字Ⅱの指定正味財産の増減の部は、立ち上げのときからの出資金であ

り、前年と同額となっております。 

  ローマ数字Ⅲ、正味財産期末残高は、２，８２０万３，８８０円となります。

これが令和２年度へ繰越しする金額となるものであります。 

  以上でございます。 

○議長（大河原昭洋）  説明は終わりました。 

  質疑はありませんか。 

  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  先ほど説明がありました５４ページの、結局当期経常増減

額のところがマイナス８３万３，５５３円で、一般正味財産の期首残高が２９３

万７，４３３円で、差し引いたところがあと残りが２１０万３，８８０円、これ

が令和元年度ですから。この間も意見交換会でありましたが、令和２年度まとも

に影響を受けていると思いますのでコロナの。多分ここの期末残高が次回はマイ

ナスになると思います。いろいろ工夫はされていると思いますが、前回期首残高

２，６１０万円、資本金の部分も今後は考えていかなきゃならんということもお

っしゃっておられましたけど、今年度多分マイナスになると思いますが、どうい

った手当を考えておられますか。 

○議長（大河原昭洋）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  先ほどの補正予算の中にもありましたが、そういった

補助金であるとか、コロナに関する補助金であるとか、そういったものが対象と

なればそういったものも活用してまいりたいと思いますが、そうはいいましても

赤字の見込みがかなりの額になると思われます。また、そういった手当につきま

しては、また、内部で検討して手当をしてまいりたいと考えております。 

○議長（大河原昭洋）  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  要するに、智頭町からの受託収益の部分の１，０６８万円、

これがなければもっとひどいことになっておるわけでして、給料手当、臨時雇用

賃金の部分、福利厚生費等と合わせると、大体１，５００万円ぐらい人件費がか

かっておりますが、本当にこれだけのスタッフが必要なのかとか、もう少し事業

内容を見直すということを考えられたらいかがでしょうか。 
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○議長（大河原昭洋）  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  財団の理事会、評議委員会等もございますので、そち

らでも検討しておりますが、どうしても毎日開館をしている、水曜日が定休日な

んですが、そうすると人もやはり最低限必要になってまいりますし、あとは事業

の見直し、今後アフターコロナというところで、なかなか団体客も見込めないと

いうところで、入館料収入も厳しくなることが予想されております。事業の見直

しも当然行っていかないといけないと思いますが、コロナも見据えたところでま

たそういった事業の見直しであるとか、いろんな新たな事業等も検討してまいり

たいと思っております。 

○議長（大河原昭洋）  ５番、河村仁志議員。 

○５番（河村仁志）  前回の前寺谷町長のほうにもお話しさせてもらった件なん

ですが、観光協会とこのふるさと振興財団との組織を一連的に考えて、もう少し

全般的な経費の支出とか、職員の配置の適正な人数というのを検討されるという

一応約束というか、検討するということで前町長がおっしゃっておられたんです

が、そういったところの引継ぎって受けておられますか。 

○議長（大河原昭洋）  執行部答弁を。 

  國岡教育課長。 

○教育課長（國岡厚志）  因幡街道ふるさと振興財団につきましては、県からの

出資であるとか、様々な銀行からの出資であるとか、先ほど申し上げました出資

金がございます。なかなか簡単に観光協会と合同にということは難しいかと思い

ますが、検討はしてまいりたいと思います。観光であるとか、ちづみち等の活用

等でいろいろ連携できることはあると思いますので、まずはそういったところで

連携を深めてまいりたいと思います。 

○議長（大河原昭洋）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  質疑なしと認めます。 

  これで、補足説明及び質疑を終わります。 

 

日程第３７  陳情について 

 

○議長（大河原昭洋）  日程第３７、陳情についてを議題とします。 
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  今期定例会において、本日までに受理した陳情はお手元に配付しております陳

情文書表のとおりであり、所管の常任委員会に付託しましたので報告します。 

  お諮りします。 

  各委員会審査等のため、９月１０日並びに９月１２日から９月１７日までの７

日間を休会としたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（大河原昭洋）  異議なしと認めます。 

  よって、９月１０日並びに９月１２日から９月１７日までの７日間を休会とし

たいと思います。 

  ９月１１日は午前９時から本会議を開き、一般質問を行います。 

  休会中は各委員会等を開き、付託案件等の審査をお願いします。 

  来る９月１８日は本会議を開き、各委員会の報告を求め、質疑、討論並びに採

決を行います。 

  以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

 

散 会 午後 ２時４３分 



－６６－ 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により次に署名する。 

 

  令和２年９月９日 

 

                智頭町議会議長  大 河 原  昭  洋 

 

                智頭町議会議員  波  多  恵 理 子 

 

                智頭町議会議員  安  道  泰  治 

 

 


